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＋２４人

＋２５世帯

６月１日現在

人口 ７５，８７９人

男 ３７，８０４人

女 ３８，０７５人
世帯数
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いっしょにDOですか？
平成２４年度 桶川市平成市民大学第２３期生募集
平成２５年 成人式典の実行委員募集
夏休み子どもワールド
夏休み「親子で挑戦―土器、土偶を作ろう」

�各種無料相談
�健康づくり幸せづくり
�響の森情報
�フォトスケッチ
�はっぴぃばーすでぃ・おけがわ文芸
�市民伝言板
�休日当番医・ごみ収集・納税
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日出谷保育所・日出谷子育て支援セ
ンターが完成しました
落雷・竜巻に注意をしてください
予算執行状況
情報ステーション
住宅用新・省エネルギー機器設置費補助制度のご案内

国民年金には免除制度があります

都市公園内の灰皿の撤去について

市職員を募集します

農薬は適正に使用し、事故を防止しましょう

健康ステーション
ロタウイルス予防接種助成事業を開始します
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日出谷保育所・日出谷子育て支援センターが完成
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○日 出 谷 保 育 所 ０歳児 保育室 ５１．２５� 玄関ホール・
１歳児 保育室 ７４．１２� 多目的ホール １０５．６４�
２歳児 保育室 ７０．８７� 調理室 ８４．６６�
３歳児 保育室 ７２．９０� 職員室 ７２．３２�
４歳児 保育室 ８１．１４� 面接室 ８．５４�
５歳児 保育室（遊戯室）１５０．９６�

○子育て支援センター サロン室 ８０．５１� 授乳室 ５．０５�
会議室 １５．４１� 事務室・ホール ７０．５１�
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木材を使用したやさしい空間で、天井が高く、
子どもたちがのびのび遊ぶことができます。

「また遊びに行きたい
な」「子育てが楽しい」
と思える場所で、たくさ
んの親子が交流できる楽
しい場所です。
また、いつでも育児相

談、子育てに関する情報
提供を行っています。

サロン室では、LED照明器具を使用しています。

環境にやさしい省エネルギー対策を行っています！

雨水利用のためのタンクがあります！
子どもたちがこの水を使い草花を育て
ます。

ソーラーパネルで、毎日の太陽光発電量がわかり、子ど
もたちの環境教育にも一役買っています。

玄関ホール、廊下、トイレでは、
LED照明器具を使用しています。５歳児保育室と遊戯室は、用途に合わせ、広い部屋としても使えます。

子どもたちが木のぬくもりや香りを感じられるよう、家具などに
木材を使用しています。一部、埼玉県産木材を使用しています。

テラスでは、お外を見ながら遊べます。大きな庇で夏の日差しを遮ります。

子育て
支援センター

日出谷保育所が上日出谷南特定土地区画整理事業により移転
となりました（上日出谷９２０－５）。建物は、環境にやさしい施
設づくりと子どもたちが安心して活動できる環境づくりを考え
た施設で、平成２４年６月末に完成し、７月１７日から開所となり
ます。
また、併設して地域子育て支援の拠点とし、日出谷子育て支
援センターを新たに設置します。開所は９月を予定しています。
この２つの施設が共に地域に根ざした子育て支援を行い、保
育サービスの充実を推進していきますので、よろしくお願いし
ます。 問合せ�保育課

３歳児以上は夏にプール遊びをします。

みんなで絵本を楽しめる多目的コーナーです。
床暖房で冬でも暖かく遊べます。

大きなガラス窓から調理して
いる様子を

いつでも見ることができます
。
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1．雷とは

�大気中で大量の正負の電荷分離が起こって、放
電する現象です。
�放電する際に発生する音を雷鳴といいます。
�放電する際に発生する
光を電光といいます。
�雲の中や雲と雲の間な
どで発生する放電を雲
放電といいます。
�雲と地上の間に発生す
る放電を対地放電（落
雷）といいます。

2．特性

�湿った空気が激しく上昇し氷晶が多量に発生し、
雷雲ができます。
�雷雲の背丈は、夏で７�以上、冬は４�以上と
なります。
�雷雲の位置次第で、海面、平野、山岳などとこ
ろを選ばずに落ちます。
�近くに高いものがあると、これを通って落ちる
傾向があります。
�グラウンドやゴルフ場、屋外プール、砂浜や海
上などの開けた場所や、山頂や尾根などの高い
ところなどでは、人に落雷し易くなります。

1．どこで起こるか

�日本のどこでも発生します。
�季節を問わず台風、寒冷前線、低気圧に伴って
発生します。
（特に９月の台風シーズンが最も多く発生します。）

2．被害の特徴

�突発的に発生します。
�猛烈な風が吹きます。
�短時間で狭い範囲に被害が集中します。
�竜巻の移動スピードが速いと被害は大きくなり
ます。
�飛来物が猛スピードで飛んできます。
�飛来物が建築物を壊します。

3．なぜ起こるのか

�積乱雲や積雲に伴って発生します。
次のような様々な気象条件のも
とで発生しやすくなっています。
�台風に伴うもの（進行方向の
右前方で発生しやすい）
�低気圧や前線（寒冷・梅雨前線）に伴うもの
�寒気の流入に伴うもの

4．近づいてきた時によく現れる特徴

�真っ黒い雲が近づき、空が急に暗くなります。
�雷鳴が聞こえたり、電光が見えます。
�冷たい風が吹き出します。
�大粒の雨や「ひょう」が降り出します。

～安全な空間へ避難～

�鉄筋コンクリート建築の内部（木造建築の内部
も比較的安全ですが、電気器具、天井、壁から
１�以上離れましょう。）
�自動車、バス、
列車の内部

～安全な空間に避難できない場合～

�電柱、煙突、鉄塔、建築物などの高い物体のて
っぺんを４５度以上の角度で見上げ、４�以上離
れた範囲に避難する。

�高い木の近くは危険ですので、
最低でも木の全ての幹、枝、
葉から２�以上は離れる。
�姿勢を低くして、持ち物は体
より高く突き出さないように
する。
�雷の活動が止み、２０分以上経
過してから安全な空間へ移動
する。

～屋内にいる場合～

�窓を開けない。
�窓から離れる。
�カーテンを引く。
�雨戸、シャッターを閉める。
�建物の最下段に移動する。
�家の中心部に近い、窓のな
い部屋に移動する。
�部屋の隅、ドア、外壁から離れる。
�頑丈な机の下に入り、両腕で頭と首を守る。

～屋外にいる場合～

�車庫、物置、プレハブを避難場所にしない。
�橋や陸橋の下に行か
ない。
�近くの頑丈な建物に
避難する。（無い場合
は、近くの水路やく
ぼみに身を伏せ、両
腕で頭と首を守る）

危険とされている場所

�高い樹木のそば（特に高い木）
�開けた場所（グラウン
ド・テニスコート・ゴル
フ場・海岸・海上など）
�家の軒先（外部）
�自転車やオートバイ付近
�テントの中、ビーチパ
ラソルの下

【登録用ＱＲコード】

※携帯電話の着信拒否設定やセキ

ュリティ設定を、登録などの作

業中は解除しておいてください。

また、着信拒否などを再び設定

する場合は、下記アドレスを受

信できる状態にしてください。

Okegawa-city-anzen@oshirase-plus.jp

雷、竜巻に限らず、災害に対応するには、早めに情報を得る事が必要となってきます。
日頃から、災害が起こりそうな時には、気象情報に注意してください。
また、市では、気象警報や震度情報および防災行政無線の放送内容などを、メールでお知ら
せするサービスを開始しておりますので、是非ご利用ください。

〈登録方法〉 okegawa-city_subscribe@jam２．oshirase-plus.jp に、空メール（メールの本文
などの入力をする必要はありません）を送信し、自動的に返信される「登録確認メール」の本
文中の記載されたアドレスにアクセスし、サイトの指示に従い登録してください。またQRコ
ードが認証できる場合には、右記のQRコードから、メール送信が可能です。
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近年の異常気象により、雷や暴風雨の発生頻度が非常に高くなっていま
す。市内においても、現実に落雷などの被害が発生しています。これから
夏の時期に向けて、頻繁に発生する可能性がありますので、落雷や竜巻が
発生した場合の個人でとれる一般的な対策についてお知らせをします。

問合せ�安心安全課

竜巻が間近に迫ったら…
雷から身を守るには…

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜竜巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ににににににににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててててててててててててててててて
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い
も
の
と
し
て
、
市
税
、

国
庫
支
出
金
、
市
債
、
地
方
交
付
税
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
支
出
済
額
は
、
１８９
億
２,

５
６
７
万
２
千
円
（
執
行
率
９０
・
２
�
）

で
、
民
生
費
、
総
務
費
、
土
木
費
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
公
共
下
水
道

事
業
な
ど
四
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
現
額

合
計
は
、１３８
億
５,
６
５
９
万
円
で
す
が
、収

入
済
額
は
、
１２７
億
５,

８
２
６
万
３
千
円

（
収
入
率
９２
・
１
�
）、支
出
済
額
は
、１２８
億

３,

１
０
６
万
６
千
円（
執
行
率
９２
・
６
�
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
�
財
政
課

平平
成成
２２３３
年年
度度
下下
半半
期期

財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
平
成
２３
年
１０
月
１
日
か
ら
平
成
２４
年

３
月
３１
日
ま
で
の
予
算
執
行
状
況
と
、
３
月
末
現
在
の
累
計
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
計
年
度
は
３
月
３１
日
で
終
わ
り
ま
す
が
、
５
月
３１
日
ま
で
は
出
納
整
理
期
間
と
し

て
収
入
、
支
出
が
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
２３
年
度
決
算
と
は
異
な
り
ま
す
。
平
成
２３
年

度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
１２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

収入率
（％）

９５．３

９０．３

９．９

１０３．６

８１．４

７５．０

１０６．２

９７．４

８５．１

累 計
収入済額
（千円）

９，５９０，１０４

２，８８５，５２４

２３４，９００

１，９３１，４１４

３１，０６６

８００，２８５

６０８，２５１

１，７７９，５９１

１７，８６１，１３５

下 半 期
収入済額
（千円）

４，７５６，０１８

１，４５２，９０８

２３４，９００

６５７，００３

３１，０６６

６１４，６５９

２７３，５６３

７１６，００６

８，７３６，１２３

◎歳 入

予算現額
（千円）

１０，０５８，６０２

３，１９５，６４１

２，３６１，０８８

１，８６４，２１２

３８，１８１

１，０６７，５２６

５７３，０００

１，８２６，８６４

２０，９８５，１１４

区 分

市 税

国庫支出金

市 債

地方交付税

繰 入 金

県 支 出 金

地方消費税交付金

そ の 他

合 計

執行率
（％）

９５．６

８０．３

９３．６

９５．２

７８．８

８４．２

９２．５

９０．２

累 計
支出済額
（千円）

６，９８７，１３５

２，３２４，７３２

２，７１９，３３３

２，１３９，８６１

１，７９２，８２２

１，３７４，４７６

１，５８７，３１３

１８，９２５，６７２

下 半 期
支出済額
（千円）

４，１９４，５３２

１，７１１，５１８

１，３２５，３１２

１，０２４，３２０

１，００３，５６０

７５１，５７８

７７５，０５２

１０，７８５，８７２

◎歳 出

予算現額
（千円）

７，３１０，３１５

２，８９４，９７３

２，９０６，５７３

２，２４８，０３１

２，２７６，３０１

１，６３２，００１

１，７１６，９２０

２０，９８５，１１４

区 分

民 生 費

土 木 費

総 務 費

公 債 費

教 育 費

衛 生 費

そ の 他

合 計

注）千円未満は四捨五入しています。平成２４年３月３１日現在一般会計予算執行状況

注）千円未満は四捨五入しています。平成２４年３月３１日現在特別会計予算執行状況
収入率
（％）

執行率
（％）

９１．８

９４．２

８３．１

９０．１

９６．６

９０．０

９７．７

９３．７

９２．１

９２．６

累計収入済額
（千円）

累計支出済額
（千円）

７，２１２，８９１

７，４０３，４７８

１，５９７，４９２

１，７３２，０９０

３，３１２，７４７

３，０８６，９４６

６３５，１３３

６０８，５５２

１２，７５８，２６３

１２，８３１，０６６

下半期収入済額
（千円）

下半期支出済額
（千円）

４，０４１，０９６

３，７９６，８１７

１，２９６，７９２

１，０４４，４０７

２，０４８，３６３

１，７０８，９０５

４２６，３１６

４１５，６２３

７，８１２，５６７

６，９６５，７５２

歳入予算現額
（千円）

歳出予算現額
（千円）

７，８５５，２６５

７，８５５，２６５

１，９２２，４２９

１，９２２，４２９

３，４２９，０９６

３，４２９，０９６

６４９，８００

６４９，８００

１３，８５６，５９０

１３，８５６，５９０

会 計 名

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

合 計

注）千円未満は四捨五入しています。平成２４年３月３１日現在地方債（未償還元金）現在高

〈中山道ポケットパークに整備されたトイレ〉

〈朝日小北校舎屋上防水等
改修工事〉

〈LED化された防犯灯〉



桶
川
市
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
設
置
費
補
助
制
度
の
ご
案
内

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
交
付
制
度
の
ご
案
内

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

国
民
年
金
に
は

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
化
月
間
で
す

木
造
戸
建
て
住
宅
の

耐
震
化
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

「
平
成
２４
年
度
彩
の
国
ふ
れ
あ
い

ピ
ッ
ク
秋
季
大
会
（
第
２５
回
県
民

総
合
体
育
大
会
兼
第
１１
回
埼
玉
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）」
の
開

催
に
つ
い
て

市
で
は
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
高

効
率
給
湯
器
を
設
置
す
る
方
に
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
金
申
請
資
格
】

�
市
内
の
住
宅
（
既
存
住
宅
お
よ
び
新
築

す
る
住
宅
）
を
所
有
す
る
方
。

�
前
年
度
分
の
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い

る
方
。

�
設
置
す
る
建
築
物
の
敷
地
、
建
築
物
な

ど
に
都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準
法

の
違
反
が
な
い
方
。

�
当
該
年
度
の
３
月
１０
日
ま
で
に
工
事
が

完
了
で
き
る
方
。

�
申
請
後
、
設
置
工
事
に
着
手
す
る
方
。

�
同
一
世
帯
で
同
一
建
築
物
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
は
、
一
機
器
と
な
り
ま
す
。

【
補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
補
助
金
額
】

�
電
力
会
社
の
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
の

あ
る
系
統
連
結
を
し
て
い
る
こ
と
。

�
太
陽
電
池
容
量
が
１０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

�
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
し
て
い

る
こ
と
。

�
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と
。

�
住
宅
の
屋
根
お
よ
び
屋
上
へ
の
設
置
に

適
し
て
い
る
こ
と
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
補
助
金
額
は
、

構
成
す
る
太
陽
電
池
容
量
の
最
大
出
力
値

（
単
位
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
し
、
小
数
点
以

下
第
１
位
は
切
り
捨
て
る
。）
に
２
万
円

を
乗
じ
た
額
と
し
、
７
万
円
が
限
度
と
な

り
ま
す
。

【
補
助
対
象
と
な
る
高
効
率
給
湯
器
お
よ

び
補
助
金
額
】

�
Ｃ
Ｏ
２

冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
３
万
円

�
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、

エ
コ
フ
ィ
ー
ル
）
２
万
円

�
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器（
エ
コ
ウ
ィ
ル
）

５
万
円

�
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

５
万
円

申
請
方
法
▼

補
助
金
交
付
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
経
費
の
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る
工
事

請
負
契
約
書
ま
た
は
見
積
書
の
写
し

�
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
最
大
出
力
が

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

�
高
効
率
給
湯
器
は
、
機
器
の
仕
様
お
よ

び
規
格
が
判
別
で
き
る
書
類
の
写
し

�
工
事
着
手
前
の
現
況
写
真
お
よ
び
案
内

図
�
前
年
度
分
の
市
町
村
税
納
税
証
明
書

（
税
務
課
で
発
行
）

申
請
書
は
、
環
境
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
▼
平
日
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
の
間
に
、
環
境
課
ま
で
関
係
書

類
を
持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
先

着
順
に
受
け
付
け
し
ま
す
。

な
お
、
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
は

締
め
切
り
ま
す
。

詳
し
く
は
	
環
境
課

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
の
防
止
並
び
に
生
活
環
境

お
よ
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、

浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
補
助
を
し
ま
す
。

補
助
金
を
受
け
る
た
め
の
条
件

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、
専
用

住
宅
に
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲

み
取
り
便
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
が
、
１０

人
槽
以
下
の
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
際
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
浄
化
槽
の
設
置
工
事
に
着
手
し

て
い
る
場
合
、
ま
た
は
設
置
工
事
が
完
了

し
て
い
る
場
合
あ
る
い
は
、
公
共
事
業
に

伴
う
物
件
の
移
転
補
償
を
受
け
て
い
る
場

合
は
補
助
金
の
交
付
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
設
置
工
事
着
手
前
に
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
交
付
額

人
槽
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
１
基
当
た

り
２８
万
円
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
補
助
対
象
基
数
は
予
算
の
範
囲
内
と

な
り
ま
す
。

※
今
年
度
か
ら
、
新
規
に
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
合
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
対
象
地
域
の
確
認
お
よ
び
申
請
書
類
の

受
け
取
り
に
つ
い
て
は
、
環
境
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
	
環
境
課

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、「
老
齢
基
礎
年
金
」、「
障

害
基
礎
年
金
」、「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
保

険
料
は
忘
れ
ず
に
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
場
合
に
は
保
険
料
免
除
制
度
や
保
険
料

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

﹇
申
請
免
除
﹈

経
済
的
な
理
由
や
災
害
な
ど
に
よ
り
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
全
額
も
し
く
は
、

一
部
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
免
除
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
本

人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
の
所

得
が
そ
れ
ぞ
れ
免

除
基
準
以
下
で
あ

る
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
。

●
天
災
や
失
業
な
ど

の
理
由
に
よ
る
申

請
も
で
き
ま
す
。

そ
の
際
は
、
公
的

機
関
で
発
行
す
る

証
明
書
な
ど
を
添

え
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
は
毎
年
必
要

で
す
。
た
だ
し
全
額
免
除
が
該
当
す
る

場
合
は
希
望
に
よ
り
翌
年
手
続
き
を
し

な
く
て
も
継
続
し
て
申
請
で
き
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

﹇
法
定
免
除
﹈

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
に
届

け
出
れ
ば
そ
の
間
の
保
険
料
は
全
額
免
除

さ
れ
ま
す
。

�
障
害
年
金
（
１
級
・
２
級
）
を
受
け
て

い
る
と
き

�
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
と
き

﹇
学
生
納
付
特
例
制
度
﹈

２０
歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

﹇
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
﹈

３０
歳
未
満
の
方
（
学
生
を
除
く
）
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
希
望
に
よ
り
翌
年

手
続
き
を
し
な
く
て
も
継
続
し
て
申
請
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
険
年
金
課

重
点
目
標
▼
「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と

更
生
の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解

と
参
加
を
求
め
る
」

趣
旨
▼
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
を
防
ぎ
、
あ
や
ま
ち
か
ら
立
ち
直
ろ
う

と
す
る
人
の
更
生
を
支
え
る
た
め
、
地
域

の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、
ポ
ス
タ
ー
で
広

く
訴
え
、
理
解
を
得
て
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
法
務

省
主
唱
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
づ
く

り
は
保
護
司
や
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
も
大
切
な
担
い
手
で
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
夢
や
希
望
を
持
っ
て

互
い
に
支
え
あ
い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

市
の
取
組
▼
７
月
２
日


に
鴻
巣
地
区

保
護
司
会
桶
川
支
部
・
桶
川
地
区
更
生
保

護
女
性
会
の
協
力
に
よ
り
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
啓
発
活
動
な
ど
を
行
う
予
定
で

す
。今

後
も
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

な
ど
の
活
動
に
対
し
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
	
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

市
で
は
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
改
修
費
用
に
応
じ
て

補
助
し
て
い
ま
す
。
耐
震
改
修
と
合
わ
せ

て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
お
よ
び
建
替
え
に
つ

い
て
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

補
助
を
受
け
ら
れ
る
木
造
戸
建
て
住
宅

に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
建
築
課
で
打
合
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
の
基
本

的
な
要
件
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
市
内
に
所
在
し
て
い
る
こ
と

�
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
も
の

�
地
上
２
階
建
て
以
下
の
も
の

�
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
ま
た
は
そ

の
親
族
（
２
親
等
以
内
）
が
所
有
し
て

い
る
も
の

�
建
築
基
準
法
そ
の
他
の
法
令
に
違
反
し

て
い
な
い
も
の

問
合
せ
▼
建
築
課

こ
の
大
会
は
、
障
害
者
の
多
様
な
ス
ポ

ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
機
会
の
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
大
会
で
す
。

と
き
▼
９
月
３０
日
�
（
午
前
８
時
市
役

所
出
発
、
大
会
は
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ
▼
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
直
接
（
７
月
１７

日

ま
で
）。
た
だ
し
、種
目
に
よ
り
障
害

の
内
容
、
年
齢
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
	
障
害
福
祉
課

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

～～節節電電対対策策にに伴伴うう
臨臨時時休休館館ののおお知知ららせせ～～

総合福祉センター内の老人福祉セ
ンターおよび児童館が、７月１日�
～８月３１日�の間、毎週月曜日が臨
時休館となります。
※第２、４日曜日は、定休日です。

詳しくは�老人福祉センターおよび
児童館

免除承認期間

申請期限
平成２４年
７月まで

平成２５年
７月まで

承 認 期 間
平成２３年７月から平成２４年６月まで
［平成２２年分所得で審査］

平成２４年７月から平成２５年６月まで
［平成２３年分所得で審査］
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市 長 の 想 い市 長 の 想 い
平
成
２３
年
度
情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度
の
利
用
状
況
の

お
知
ら
せ

情報公開制度の利用状況
（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

件 数

１７３

５７

７９

３５

２

※公開率：７９．５％（部分公開を含む。）
なお、非公開となった３５件は、対象となる文書が存在し
なかったためによるものです。

区 分

公文書の公開請求
（任意的公開申出を含む。）

公 開

部 分 公 開

非 公 開

取 下 げ

決
定
状
況

個人情報保護制度の利用状況
（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

件 数

１３

６

５

２

０

※開示率：８４．６％（部分開示を含む。）
なお、不開示となった２件のうち１件は、対象となる文
書が存在しなかったためによるものです。

区 分

個人情報開示請求

開 示

部 分 開 示

不 開 示

取 下 げ

決
定
状
況

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か
？

都
市
公
園
内
の

灰
皿
の
撤
去
に
つ
い
て

『
桶
川
市
坂
田
東
高
齢
者
等

借
上
型
市
営
住
宅
』
の

入
居
者
・
入
居
補
欠
者
募
集

人
も
車
も
自
転
車
も
安
心
・
安
全
埼
玉
県

〜
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
〜

７
月
１５
日
〜
２４
日

恒
例
の
桶
川
祇
園
祭「
日
本
の
絆
」

〜
７
月
１５
日
・
１６
日
は

中
山
道
が
歩
行
者
天
国
に
〜

情
報
公
開
制
度
と
は
…

市
が
持
っ
て
い
る
公
文
書
を
市
民
の
皆

さ
ん
の
請
求
に
よ
り
公
開
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
目
的
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

市
の
仕
組
み
や
仕
事
の
内
容
を
見
て
い
た

だ
き
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
と

市
民
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
…

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
情
報
を
見
た

い
と
き
の
「
開
示
を
求
め
る
権
利
」、
事

実
と
異
な
る
記
載
が
あ
る
と
き
の
「
訂
正

を
求
め
る
権
利
」
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い

に
つ
い
て
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
利
益

を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
平
成
２３
年
度
の
不
服
申
立
て
件

数
は
２
件
で
す
。

詳
し
く
は
�
情
報
推
進
課

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と

６
月
分
以
降
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

対
象
者
に
は
す
で
に
書
類
を
送
付
し
て

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
現
況
届
を
提
出
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
至
急
、
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
こ
ど
も
支
援
課

現
在
、
都
市
公
園
内
に
は
、
駅
西
口
公

園
と
城
山
公
園
に
灰
皿
を
設
置
し
て
い
ま

す
。健

康
増
進
法
で
は
、「
多
数
の
者
が
利

用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
は
、
こ
れ
ら

を
利
用
す
る
者
に
つ
い
て
、
受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
桶
川
市
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関

す
る
条
例
で
は
、「
市
民
等
は
、
路
上
喫

煙
（
公
園
含
む
）
を
し
な
い
よ
う
努
め
、

市
民
等
の
身
体
又
は
財
産
に
対
し
危
険
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
は
、

路
上
喫
煙
を
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
公
園
は

市
民
の
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
求
め
る
場
所
で

あ
り
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
る
駅
西
口
公

園
と
城
山
公
園
に
灰
皿
を
設
置
し
て
お
く

こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
都
市
公
園

内
の
灰
皿
を
９
月
末
に
撤
去
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
都
市
計
画
課

内
容
▼
入
居
者
と
入
居
補
欠
者
を
募
集

し
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

募
集
数
▼
１
室

所
在
地
▼
坂
田
東
三
丁
目
２０
番
１
号

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
７
月
１７
日
�
〜
３１

日
�
ま
で
の
間
、
市
役
所
、
分
庁
舎
、
東

部
連
絡
所
、
駅
西
口
連
絡
所
で
配
布
さ
れ

る
「
募
集
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
建
築
課

《
県
内
統
一
重
点
目
標
》

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

自
転
車
は
原
則
、
車
道
の
左
側
を
通
行

し
、
や
む
を
え
ず
歩
道
を
走
る
場
合
は
、

歩
行
者
優
先
を
遵
守
し
、
車
道
寄
り
を
徐

行
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
な
ど
の
危
険
な

運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

家
庭
・
学
校
・
地
域
で
は
、
交
通
安
全
・

交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
知

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
己
の
運
動
能

力
や
身
体
機
能
の
変
化
を
的
確
に
認
識
し
、

十
分
に
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

家
庭
・
職
場
・
飲
食
店
で
は「
し
な
い
・

さ
せ
な
い
・
ゆ
る
さ
な
い
」
を
合
い
言
葉

に
、
積
極
的
に
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

《
桶
川
市
重
点
目
標
》

○
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

自
転
車
乗
車
中
の
事
故
が
多
発
し
て
い

る
た
め
、
夕
暮
れ
・
夜
間
時
に
は
ラ
イ
ト

を
必
ず
点
灯
し
、
周
囲
に
自
分
の
存
在
が

分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
転
車
側
の
交
通
違
反
に
よ
る

事
故
も
多
い
た
め
、
信
号
を
守
る
・
交
差

点
で
の
一
時
停
止
・
自
転
車
通
行
可
能
な

歩
道
で
の
歩
行
者
優
先
・
２
人
乗
り
や
傘

差
し
運
転
禁
止
・
自
転
車
乗
車
中
の
携
帯

電
話
使
用
禁
止
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課

桶
川
祇
園
祭
祭
典
委
員
会
に
よ
る
恒
例

の
�
桶
川
祇
園
祭
�
が
７
月
１５
日
�
・
１６

日
�
・
�
（
午
後
３
時
〜
９
時
）
の
二
日

間
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
の
東
日
本
大
震
災

後
の
復
興
を
祈
り
つ
つ
、
桶
川
の
元
気
な

力
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
間
、
図
の

と
お
り
交
通
規
制
が
行
わ
れ
、
午
後
３
時

か
ら
１０
時
（
一
部
区
間
は
午
後
３
時
〜
６

時
）
が
全
面
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
バ
ス
の
迂
回
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
祭
り
会
場
で
の
ご
み
の
分
別
に

つ
い
て
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
�
産
業
観
光
課

千年の都といわれる京都では、７月１日から「祇園祭」が始まり
ます。全国的には宵山や山鉾巡航が有名ですが、祭りの期間は一ヶ
月にも及ぶそうです。
江戸時代、紅花を通して京都の文化に影響を受けた桶川市でも、

１５日と１６日に「桶川祇園祭」が開催されます。今では夏の風物詩と
して、また桶川の一大イベントとして定着し、両日は市内だけでな
く近郊からもたくさんの人たちが訪れ、熱気に満ちた中山道が演出
されます。
さて、先の６月定例市議会では、小中学校の通学路の安全対策に

ついて多くの市議会議員から、ご指摘やご提案をいただきました。
これは、皆様ご案内のように、各地で通学途中の児童が交通事故

に巻き込まれ、多くの犠牲者がでたことから、桶川市においては同
様の事故を未然に防ぎたいとの議員各位の想いであることに他なり
ませんし、私の想いと一にするところでございます。
マスコミ報道によりますと、各地で発生した事故は、通学途中の

児童たちには瑕疵がなく、自動車側の一方的な過失によるものとの
ことです。
そのようなことから、事故防止のために最優先に行うことは、ま

ず悪質な車両運転手に対する取締り強化であると思っています。具
体的には速度超過や無免許運転、更には飲酒運転や薬物使用に対す
る厳重な取締りが不可欠です。
一方、市としては、道路の適正な管理や補修については直ちに対

応し、時間を掛けざるを得ない歩道の整備等についても着実に実施
していかなければならないと再認識しているところです。
そのような中、国道１７号坂田交差点の歩道橋新設工事が始まりま

した。６月７日深夜に国道１７号と県道川越栗橋線の交差点を全面通
行止めにして、主要構造物の設置作業があると国から連絡をいただ
いておりましたので、私も０時から３時頃まで現場に赴き工事を見
守りました。長さ４１	、重さ５５tの主桁大ブロックを５５０t吊という
見たこともないような大型クレーンで一気に吊り上げ、１時間半ほ
どで設置が完了しました。この模様は自身で映像に残しましたが、
日本の土木技術の高さを改めて認識した瞬間でした。今後、階段や
踊り場等の工事を行い、９月の新学期までには使用できる予定と伺
っていますので、これにより通学路の安全性が飛躍的に高まるもの
と考えております。
子供たちの安全で安心な学校生活を支援するためには、行政や警

察だけでは到底十分ではありません。やはり、学校や PTAそして
地域の皆様のたゆまぬご協力をいただくことが必要不可欠でござい
ます。子供たちの健やかな成長のために、今後とも多大なるご尽力
を賜りますよう、心よりお願いいたします。

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

市市立立図図書書館館川川田田谷谷分分室室をを
臨臨時時開開館館ししまますす

次の期間、川田谷分室を午前中から開館し
ます。どうぞご利用ください。
開館日：７月２４日�、２５日�、２６日�、

２７日�、８月２１日�、２２日�、
２３日�、２４日�、２８日�、２９日�、
３０日�、３１日�

開館時間…午前９時３０分～午後４時３０分
詳しくは�市立図書館 �７７１‐０３０３

２０１２．７ 1100２０１２．７1111



子
供
の

ラ
イ
タ
ー
の
使
用
に
注
意

桶
川
市
教
育
委
員
会

第
７
回
定
例
会

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

お
知
ら
せ

川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学
校

第
１３
回
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
す
。

子
供
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
う
ち
、

ラ
イ
タ
ー
を
使
用
し
た
も
の
が
半
数
以
上

に
の
ぼ
り
ま
す
。
特
に
幼
い
子
供
の
い
る

家
庭
で
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
子
供
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
ラ
イ
タ
ー

は
置
か
な
い
。

・
子
供
に
ラ
イ
タ
ー
を
触
ら
せ
な
い
。

・
子
供
が
ラ
イ
タ
ー
で
火
遊
び
を
し
て
い

る
の
を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ
に
注
意
し

て
や
め
さ
せ
る
。

・
理
解
で
き
る
年
齢
に
な
っ
た
ら
、
子
供

に
火
の
怖
さ
を
教
え
る
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
�
５９７
�
２
０
０
４

と
き
▼
７
月
１９
日
�
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
会

議
室
１
・
２

教
育
委
員
会
定
例
会
を
傍
聴
希
望
の
方

は
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
場
の

都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場
合
は
、
ご
了

承
願
い
ま
す
。

ま
た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
８
月

２１
日
�
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

７
月
９
日
�
か
ら
２７
日
�
ま
で
全
国
の

宝
く
じ
売
り
場
で
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
」
と
「
２,
０
０
０
万
サ
マ
ー
」
を

同
時
販
売
し
ま
す
。
賞
金
は
、
１
等
・
前

後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
、
１
等
は
昨
年
の

２
倍
で
４
億
円
で
す
。
２,
０
０
０
万
サ

マ
ー
賞
金
は
、
１
等
２
千
万
円
で
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

災
害
対
策
や
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り

な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
�
�財
埼
玉
県
市
町
村
振
興
協

会
�
８２２
�
５
０
０
４

川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学
校
へ
通

う
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
▼
コ
ン
サ
ー
ト
、
ゲ
ー
ム
、
物
品

販
売
な
ど

と
き
▼
７
月
２１
日
�
午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別

支
援
学
校
（
川
島
町
大
字
伊
草
字
南
向
野

７
８
０
）

費
用
▼
無
料

詳
し
く
は
�
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支

援
学
校
�
０４９
�
２９７
�
７
７
５
３

保
険
証
に
つ
い
て

８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
７
月
末
日
ま
で
に
、
保
険
証
が

届
か
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
険
料
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
加
入
者

１
人
ひ
と
り
が
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の

３
月
３１
日
ま
で
の
１
年
分
の
保
険
料
を
、

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
ま
た
は
普
通

徴
収
の
２
種
類
の
納
付
方
法
に
よ
り
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
別
徴
収
の
方
に

は
、「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」、
普
通
徴

収
の
方
に
は
、「
納
入
通
知
書
」
を
７
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

【
納
付
方
法
】

�
特
別
徴
収
﹇
全
６
回
﹈

（
年
金
か
ら
差
し
引
く
方
法
に
よ
る
納
付
）

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
３
期
分
は
、
２

月
に
徴
収
し
た
額
と
同
額
の
保
険
料
を
徴

収
し
ま
す
。（
仮
徴
収
）
１０
月
か
ら
２
月

ま
で
の
３
期
分
は
、
今
年
度
の
保
険
料
が

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
確
定
し
ま
す

の
で
、
確
定
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し
引

い
た
額
を
３
期
に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。

﹇
対
象
者
﹈

●
年
金
額
が
年
１８
万
円
以
上
の
方
（
介
護

保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金
の
２
分
の

１
を
超
え
る
場
合
は
除
く
。）

次
の
場
合
は
、
特
別
徴
収
が
中
止
さ
れ
、

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

○
死
亡
な
ど
に
よ
り
被
保
険
者
が
資
格
を

喪
失
し
た
場
合

○
被
保
険
者
が
転
出
さ
れ
た
場
合

○
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保
険
料
額
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

�
普
通
徴
収
﹇
全
８
回
﹈

（
口
座
お
よ
び
納
付
書
に
よ
る
方
法
で
の
納
付
）

７
月
上
旬
に
郵
送
す
る「
納
入
通
知
書
」

で
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
納
付
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
前

年
度
に
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は

口
座
よ
り
引
き
落
と
し
し
ま
す
。
ま
た
、

口
座
振
替
は
申
し
込
み
月
の
翌
月
か
ら
開

始
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
月
の
納

期
の
保
険
料
は
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。）

﹇
対
象
者
﹈

●
特
別
徴
収
で
な
い
方

●
年
度
途
中
で
年
齢
到
達
や
転
入
な
ど
に

よ
り
資
格
取
得
し
た
方

●
年
度
途
中
で
死
亡
や
転
出
な
ど
に
よ
り

資
格
喪
失
さ
れ
た
方

�
普
通
徴
収
↓
特
別
徴
収
﹇
全
６
回
﹈（
納

付
書
な
ど
で
納
付
か
ら
年
金
か
ら
差
し

引
く
方
法
に
変
わ
る
方
法
で
の
納
付
）

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
期
分
は
普
通

徴
収
で
、
１０
月
か
ら
２
月
ま
で
の
３
期
分

は
特
別
徴
収
し
ま
す
。

﹇
対
象
者
﹈

●
平
成
２３
年
１０
月
２
日
か
ら
平
成
２４
年
４

月
１
日
ま
で
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
た
方

●
平
成
２３
年
度
特
別
徴
収
の
方
で
、
年
度

途
中
に
保
険
料
額
が
軽
減
な
ど
で
減
額

に
な
り
、
平
成
２４
年
２
月
の
年
金
天
引

き
額
が
「
０
」
と
な
っ
た
方
。
※
口
座

振
替
を
ご
利
用
の
方
で
も
、
１０
月
以
降

は
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
引

き
続
き
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
」

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の

平
成
２４
年
度
分
の
保
険
料
は
、
４,
１
８

０
円
で
す
。

「
年
度
途
中
の
資
格
取
得
・
喪
失
に
係
る

保
険
料
」

年
齢
到
達
や
他
広
域
連
合
か
ら
の
転
入

な
ど
に
よ
り
資
格
を
取
得
し
た
場
合
は
、

そ
の
月
の
分
か
ら
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
ま

す
。
死
亡
な
ど
に
よ
り
資
格
を
喪
失
し
た

場
合
は
、
そ
の
月
分
の
保
険
料
は
徴
収
さ

れ
ま
せ
ん
。

保
険
料
額
決
定
通
知
書
ま
た
は
、
保
険

料
納
付
書
が
７
月
下
旬
に
な
っ
て
も
届
か

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

市職員を募集します
第１次試験日 ９月１６日�

申 込 期 間
郵送：７月２０日�～８月５日�
持参：８月１日�～１０日�

午前８時３０分～午後５時１５分（土・日を除く）

職 種
募 集 人 数

事務職（一般）１０人 事務職（社会福祉士）若干名
技術職（建築・土木）５人 保育士職 若干名

受験資格

【共通】・学校教育法による大学、短期大学もしくは高等学校を卒
業または卒業見込の人

・日本国籍を有する人（保育士職は除く）

事 務 職
（ 一 般 ） 大学卒�昭和６０年４月２日以降に生まれた人

短大卒�昭和６２年４月２日以降に生まれた人
高校卒�平成元年４月２日以降に生まれた人

※１ 社会福祉士資格を有する人
※２ 保育士資格を有する人（取得見込み含む）

事 務 職
（社会福祉士）
※１

保 育 士 職
※２

技 術 職
（建築・土木）

昭和５５年４月２日以降生まれで、大学、短期大学、
高等学校などで建築または土木課程を修了した（見
込みを含む）人

昭和４７年４月２日以降生まれで、一級建築士資格を
有する人

そ の 他

・詳細は受験案内をご覧ください。
・受験案内は、７月２日�から総務課で配布します。
なお、市ホームページ（http://www.city.okegawa.
lg.jp）からダウンロードすることもできます

申込み・問合せ…総務課

「市町村職員採用合同説明会」
市町村ごとに設置するブースでは、市町村の特色や職員の募

集状況、勤務条件などについて、直接人事担当者に話を聞くこ
とができます。
本市もブースを設置しますので、お気軽にお立ち寄りください。

とき	７月２５日�午後１時～午後６時（入場は５時まで）
ところ	さいたまスーパーアリーナ
詳しくは
彩の国さいたま人づくり広域連合

人材開発部 �６６４－６６８１

平平
成成
２２４４
年年
度度
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
制制
度度
にに
つつ
いい
てて

問
合
せ
�
保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
グ
ル
ー
プ

�普通徴収→特別徴収

第１期

第２期

第３期

本算定第４期

本算定第５期

本算定第６期

�普通徴収

第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

第７期

第８期

�特別徴収
仮徴収第１期

仮徴収第２期

仮徴収第３期

本算定第４期

本算定第５期

本算定第６期

納付方法

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

保険料の算出方法
保険料 ＝ 均等割額 ＋ 所得割額

（所得割額＝（総所得金額など＊－基礎控除額３３万円）

×８．２５％）

＊確定申告書Ａの方は�、確定申告書Ｂの方は�、
市民・県民税申告書の方は�の欄の額です。

埼玉県の場合、均等割額は�４１，８６０円、所得割
率�８．２５％です。
平成２３年中の所得を基に被保険者個別単位で、

均等割額と所得割率により算定し、賦課します。

保険料の限度額は年５５万円です。

２０１２．７ 1122２０１２．７1133
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国
民
健
康
保
険
納
税
通
知
書
を

７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す

農
薬
は
適
正
に
使
用
し
、

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
へ
」

�
高
齢
受
給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
受
給

者
証
は
、
７
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
（
１

割
ま
た
は
３
割
）
は
前
年
中
の
所
得
お
よ

び
収
入
で
判
定
し
て
い
ま
す
。

�「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
に
つ
い
て

８
月
１
日
か
ら
、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
切
り
替
わ
り

ま
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
認
定

証
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時
の

食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
方

は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険

税
を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
�
国
民
健
康

保
険
証
�
高
齢
受
給
者
証
�
印
鑑

「
７０
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ
」

�
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
に
つ
い
て

８
月
１
日
か
ら
、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」・「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
認
定
証
の
提
示
に

よ
り
、
医
療
機
関
な
ど
へ
の
支
払
い
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
の
窓
口
負
担
と
な
り

ま
す
。ま
た
、住
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い

て
は
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
方

は
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
交

付
で
き
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
�
国
民
健
康

保
険
証
�
印
鑑

※
な
お
、
４
月
か
ら
外
来
診
療
で
も
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、

窓
口
で
の
支
払
い
が
、
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
加
入
し
て
い

る
皆
様
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
安
心
し

て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
、
お
互
い

に
助
け
合
う
制
度
で
す
。
運
営
は
、
特
別

会
計
と
し
て
、
国
な
ど
の
補
助
金
と
国
保

加
入
世
帯
の
人
数
・
所
得
・
資
産
に
応
じ

て
市
民
の
皆
様
に
ご
負
担
し
て
い
た
だ
く

国
民
健
康
保
険
税
で
行
わ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
ご
と
に
計

算
し
、
そ
の
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
７
月
上
旬
に
平
成
２４
年
度
の
国

民
健
康
保
険
納
税
通
知
書
を
世
帯
主
あ
て

に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
納
付
に
つ
い
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
送
付
後
、
あ
て
所
不
明
な
ど

に
よ
り
、
配
達
で
き
ず
返
送
さ
れ
て
く
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
７
月
１７
日
�
を
過
ぎ

て
も
国
保
税
の
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

方
は
、
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
保
険
年
金
課

■
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

○
年
１
回
は
特
定
健
診
を
受
け
、
早
め

に
異
常
を
見
つ
け
、
病
気
の
予
防
、

重
症
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
休
日
や
夜
間
な
ど
の
時
間
外
受
診
は
、

割
増
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
軽
症
の

場
合
は
安
易
に
受
診
し
な
い
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
同
じ
病
気
や
ケ
ガ
で
複
数
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

○
か
か
り
つ
け
以
外
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
場
合
は
、
飲
ん
で
い
る
薬
を

伝
え
て
、
薬
を
も
ら
い
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※平成２２年度の医療費は、平成１８年度と比較して約８億円（２０
％）増加しています。このまま医療費が増加すると、国民健
康保険税の税率・税額を見直さなければならなくなります。

○
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
防
除
を

病
害
虫
や
被
害
発
生
の
早
期
発
見
に
努

め
、
発
生
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
防
除
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
病
害
虫
が
発
生
し
て
い

な
い
の
に
、
定
期
的
に
農
薬
を
散
布
す
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
を
使
用
し
な
い
方
法
を

害
虫
を
捕
殺
す
る
、
被
害
を
受
け
た
枝

や
葉
を
切
り
取
る
、
虫
が
寄
り
付
か
な
い

よ
う
に
網
を
か
け
る
な
ど
、
農
薬
を
使
わ

な
く
て
も
で
き
る
防
除
を
優
先
し
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
や
む
を
得
ず
農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は

農
薬
の
ラ
ベ
ル
や
袋
に
表
示
さ
れ
て
い

る
使
用
基
準
や
使
用
上
の
注
意
事
項
を
必

ず
確
認
し
て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

誤
飲
な
ど
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
小

分
け
は
絶
対
に
行
わ
ず
、
か
ぎ
を
か
け
て

安
全
に
保
管
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
散
布
は
最
大
限
の
配
慮
と
細
心
の

注
意
を

農
薬
の
散
布
区
域
は
最
小
限
の
範
囲
に

留
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
無
風
か
風
が
弱

い
時
、
早
朝
に
行
う
な
ど
、
天
候
や
時
間

帯
を
選
ん
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
事
前
に
十
分
周
知
を

農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、
散
布
日
時

や
使
用
す
る
農
薬
な
ど
を
、
あ
ら
か
じ
め
、

周
囲
に
住
ん
で
い
る
方
や
近
く
を
通
行
す

る
人
に
看
板
な
ど
で
十
分
伝
え
ま
し
ょ
う
。

近
隣
に
学
校
や
通
学
路
が
あ
る
場
合
は
、

学
校
や
保
護
者
に
も
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
散
布
中
や
散
布
後
も
看
板
や
コ
ー

ン
を
配
置
し
て
、
散
布
区
域
に
関
係
者
以

外
の
人
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

詳
し
く
は
�
農
政
課
ま
た
は
環
境
課

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

国民健康保険税Q&A
Ｑ 国民健康保険税はいつ支払うのですか？
Ａ 今年４月から来年３月までの一年分の国民健康保険
税を、今年７月から来年２月までの８回に分けて納
付します。（月額とは異なります。）納期限はそれぞ
れの月末（土日の場合は翌開庁日になります。また、
１２月納付分のみ２５日です）です。また、加入者全員
が６５歳以上の世帯については、原則として年金から
天引きとなります。その場合は、年金支給月（４月・
６月・８月・１０月・１２月・２月）の６回に分けて、
納付します。年度の途中で加入・脱退している場合
は、納付回数が少なくなる場合があります。

Ｑ 国民健康保険税はどのように計算しているのです
か？

Ａ 平成２４年度国民健康保険税は、６月１２日までに国民
健康保険グループで確認できた加入者人数・加入者
の前年中所得・加入者の固定資産税額をもとに計算
されます。６月１２日以降に加入・脱退の届出があっ
た場合や、前年中所得・固定資産税額について確認
できたときは、保険税を再計算し、新しい納税通知
書を送付します。また、年度の途中で加入・脱退し
ている場合、税額は月割計算されます。
年度途中で４０歳になる人には、４０歳到達月分から「介
護分保険税」が上乗せされますので、到達月の翌月
に新しい納税通知書を送付します。また、年度途中
で６５歳になる方については、６５歳到達月の前月分ま
でを月割計算した税額で納税通知書を送付します。

Ｑ 私は国民健康保険に加入していないのに、私あてに
納税通知書が届きました。なぜですか？

Ａ 国民健康保険税は世帯ごとに計算し、その世帯主が
納税義務者になります。このため世帯主本人は職場
の健康保険に加入している場合でも、世帯内に国民
健康保険に加入している方がいれば、世帯主宛に納
税通知書が郵送されます。（国民健康保険税は加入
者分のみ計算されます。）

Ｑ 国民健康保険税は、いままで年金から天引きされて
いますが、今回の通知書の税額はどのように計算し
ているのですか？

Ａ 国民健康保険税が年金から天引きされている方（特
別徴収）については、１０月・１２月・２月の年金受取
時に、天引きされる国民健康保険税の税額をお知ら
せします。今回の通知書の税額は、平成２４年度国民
健康保険税の年税額から平成２４年３月に通知した税
額（４月・６月・８月天引き分）との差額です。

平成２４年度危険物取扱者試験（４・５回）
消防法で定められる数量以上の危険物（ガソリン・灯油・重油など）を貯蔵し、

または取り扱う人は、危険物取扱者免状が必要です。（電子申請もできます。）

願書配布・問合せ（土、日、祝日を除く８時３０分から１７時１５分まで）
埼玉県央広域消防本部予防課 �０４８－５９７－２００４
桶川消防署消防課 �７７３－１１９０

受験願書提出先 	消防試験研究センター 埼玉県支部 試験係

願書受付期間（消印有効）

８月２１日�～８月３０日�

試験会場

芝浦工業大学（さいたま市）

獨協大学（草加市）

種類

全種類

全種類

試験日

９月２３日�

９月３０日�

年度別医療費の推移

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
のののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

問
合
せ
�
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ
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自
衛
官
募
集

埼
玉
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
に
つ
い
て

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

【
事
例
１
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
販
サ

イ
ト
で
洋
服
を
注
文
し
た
。
届
い
た
も

の
を
見
た
ら
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ

て
い
た
の
で
キ
ャ
ン
セ
ル
を
申
し
出
た

が
、
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。
解
約
し

た
い
。

（
４０
代
女
性
）

【
事
例
２
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
国
語

の
教
材
を
注
文
し
た
。
届
い
た
本
を
読

ん
だ
ら
自
分
の
レ
ベ
ル
と
違
う
も
の
だ

っ
た
の
で
返
品
し
た
い
。（
６０
代
男
性
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
進
み
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
商
品
な
ど

を
注
文
し
た
場
合
は
、
特
定
商
取
引
法
の
通

信
販
売
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

通
信
販
売
で
商
品
を
契
約
し
た
場
合
は
、
返

品
に
つ
い
て
特
約
が
な
い
限
り
、
原
則
と
し

て
、
商
品
到
着
日
か
ら
起
算
し
て
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
申
し
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除

が
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
異

な
り
、
返
品
に
要
す
る
費
用
は
消
費
者
が
負

担
し
ま
す
。

「
返
品
は
で
き
ま
せ
ん
」
な
ど
の
返
品
特

約
が
あ
る
と
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

の
場
合
は
広
告
画
面
だ
け
で
な
く
最
終
申
し

込
み
画
面
に
も
表
示
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
返
品
特
約
の
表
示
が
広
告
画
面
だ
け
に

し
か
な
く
、
最
終
申
込
み
画
面
に
な
い
場
合

は
、
返
品
特
約
は
有
効
と
な
ら
ず
、
商
品
到

着
日
か
ら
起
算
し
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
申

し
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
通
信
販
売
で
の
解
約
は
、
商
品
の

返
還
費
用
な
ど
の
規
定
以
外
は
、
民
法
の
原

則
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
業
者
と
消

費
者
双
方
が
原
状
回
復
義
務
を
負
い
、
消
費

者
は
商
品
を
返
し
、
事
業
者
は
代
金
を
返
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
消
費
者
の
行

為
や
過
失
で
商
品
を
傷
つ
け
た
り
し
た
場
合
、

解
除
権
は
消
滅
し
て
し
ま
い
、
返
品
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
開
封
済
み
の
書
籍
や
Ｃ
Ｄ
は

返
品
が
難
し
い
例
で
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

�
通
信
販
売
は
実
物
を
見
な
い
で
注
文
し
ま

す
の
で
、「
イ
メ
ー
ジ
が
違
っ
た
」
な
ど

と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用
す
る
際
に
は
、
事

前
に
利
用
ガ
イ
ド
な
ど
で
返
品
特
約
に
目

を
通
し
、
わ
か
ら
な
い
場
合
に
は
事
業
者

に
問
い
合
わ
せ
て
確
認
し
て
お
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

�
注
文
し
た
商
品
の
情
報
や
注
文
画
面
を
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
お
き
、
代
金
振
り
込

み
の
控
え
な
ど
も
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
万
が
一
、
届
い
た
商
品
が
注
文
し
た

も
の
と
違
っ
て
い
た
り
、
不
良
品
で
あ
っ

た
と
き
に
、
交
換
や
返
品
を
依
頼
す
る
場

合
に
役
立
ち
ま
す
。

�
最
終
申
し
込
み
画
面
が
な
く
て
、
間
違
っ

て
注
文
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
注
文
を
無

効
に
で
き
ま
す
。

�
前
払
い
の
と
き
は
注
意
が
必
要
で
す
。
お

金
だ
け
支
払
っ
て
商
品
が
届
か
な
い
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
支
払
方
法
が
前

払
い
だ
け
で
な
く
、
カ
ー
ド
支
払
い
、
代

金
引
換
な
ど
複
数
用
意
さ
れ
て
い
る
シ
ョ

ッ
プ
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お

困
り
の
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

枝
豆
は
７
月
か
ら
８
月
が
旬
で
、

味
も
良
く
栄
養
価
も
高
い
優
秀
な
食

材
で
す
。
そ
の
枝
豆
は
、
大
豆
の
未

熟
な
実
を
収
穫
し
た
も
の
で
す
。
枝

豆
の
主
な
栄
養
成
分
は
、
動
物
性
た

ん
ぱ
く
質
に
似
た
良
質
の
た
ん
ぱ
く

質
で
、
ほ
か
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
も
豊
富
に
含
ま
れ
、
夏
バ

テ
予
防
や
、
肩
こ
り
、
む
く
み
に
も

効
果
が
大
き
い
で
す
。
ま
た
、
記
憶

力
な
ど
を
高
め
る
作
用
を
も
つ
レ
シ

チ
ン
や
、
肝
臓
を
保
護
す
る
ア
ミ
ノ

酸
の
一
種
で
あ
る
メ
チ
オ
ニ
ン
も
含

ま
れ
ま
す
。
新
鮮
で
良
質
な
物
は
、

サ
ヤ
が
鮮
や
か
な
緑
色
で
、
う
ぶ
毛

が
濃
い
で
す
。
選
ぶ
場
合
は
、
粒
の

大
き
さ
が
揃
っ
て
い
る
も
の
、
枝
の

間
隔
が
短
く
サ
ヤ
が
密
生
し
て
い
る

も
の
、
葉
や
茎
に
変
色
が
な
く
緑
が

濃
く
て
み
ず
み
ず
し
い
も
の
に
し
ま

し
ょ
う
。

県
内
で
育
っ
た
旬
の
枝
豆
を
利
用

し
て
、お
つ
ま
み
だ
け
で
な
く
、枝
豆

ご
飯
、彩
り
に
サ
ラ
ダ
、豆
を
つ
ぶ
し

て
ず
ん
だ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し

て
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

（
参
考
文
献
�
「
野
菜
の
ソ
ム
リ
エ

お
い
し
い
野
菜
と
フ
ル
ー
ツ
の
見
つ
け

方
」・
制
作
▼
日
本
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ

ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
協

会
・
発
行
▼
小
学
館
）

【
桶
川
市
く
ら
し
の
会
】

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ
�
自
衛
隊
さ
い
た
ま
地
域
事
務
所

�
６５１
�
２
４
２
０

と
き
▼
１０
月
２８
日
	
午
前
１０
時

会
場
▼
獨
協
大
学
ほ
か

受
験
手
数
料
▼
８,
７
０
０
円

受
験
資
格
▼
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野

で
原
則
と
し
て
合
計
５
年
以
上
か
つ
９００
日

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

受
験
案
内
書
の
配
布
場
所
▼
高
齢
介
護

課
・
桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
埼
玉
県

社
会
福
祉
協
議
会

申
込
み
▼
簡
易
書
留
で
埼
玉
県
社
会
福

祉
協
議
会
ま
で
（
７
月
２５
日


ま
で
の
消

印
有
効
）

詳
し
く
は
�
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会

�
８２４
�
３
１
１
１

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
球
環
境
保
護

の
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

電
話
帳
を
お
届
け
の
際
、
古
い
電
話
帳
の

回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

�
０
１
２
０
�
５０６
�
３０９

交通事故専門の行政書士です。
後遺障害等級認定サポート埼玉

http : //www.iwama-support.com/
加害者や保険会社との対応に苦しんでいる

ケガが治っていないのに、「治療中止」を言われた
障害が残っているのに、後遺障害が認められない
初回相談無料 !
（要予約） TEL 048－778－7651
埼玉県桶川市上日出谷１２６９－９２

（高村・岩間）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

〜
解
約
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
〜

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時
▼
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
３
時
３０
分

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を
ま

と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

成年後見制度公開講座・利用・相
続・遺言書作成の無料相談会

とき�７月２８日�午前１０時～午後４時
ところ�上尾市プラザ２２（上尾市谷津２

－１－５０）上尾駅西口徒歩３分
申込み�予約不要
主催�一般社団法人コスモス成年後見サ

ポートセンター埼玉県支部
詳しくは�鍵和田行政書士事務所

�７２０－４８４８

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

新幹線指令システム更新に伴う夜間走行試験の実施について

JR 東日本では、新幹線指令システムの更新に伴い事前にシステムの動作確認を行うため、
夜間走行試験を下記の日程で実施します。

走行速度

概ね２４０�／h

※予備日における試験走行区間は、試験内容により変更します。
近隣住民の皆様には、深夜から未明にかけて騒音・振動などでご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
問合せ�東日本旅客鉄道�株高崎支社総務部企画室 �０２７－３２０－７１２８ または環境課

時間帯

午前１時１０分
～４時１０分

試験本数
上下線計２本
下り線計１本

※

走行区間
大宮～新潟
大宮～長野

※

試験月日
７月８日�
７月２１日�
【予備日】

７月２６日	 ８月２３日	
８月２７日


『
枝

豆
』

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

試験予定日

※１次試験
９月２２日�
２次、３次
試験あり

受付時に案
内します

９月２３日�
～２６日�

応募資格
（年齢は、平成２５年
４月１日現在）

日本国籍を有するも
の
高卒、１８歳以上２１歳
未満

日本国籍を有するも
の
１８歳以上２７歳未満

受付期間

８月１日�
～９月７日�
必着

年間を通じて
受付中

８月１日�
～９月７日�
必着

募集種目

航空学生

男
子

女
子

自衛官
候補生

対前年
同月比

－２０件

－１人

－２５人

つうがくろ なれたみちでも 気をつけて

平成２３年
４月末

１３６件

１人

１６５人

平成２４年
４月末

１１６件

０人

１４０人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年１月からの累計）
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７月 の無料相談 ●桶川市役所／�７８６－３２１１�７８６－９８６６
●教育委員会／�７２８－４１１１�７２８－７３５３ ●社会福祉協議会／�７２８－２２２１�７２８－２３１３

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

６日�・１０日�・１８日�・２６日
�・８月３日�・７日�・１５日
�・３１日� １４：００～１７：００

市役所相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

１２日� ＊次回は８月９日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

事業とくらしの相談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

２日� ＊次回は８月１日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

税 務 相 談 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相
談 ２５日� １３：００～１６：００ 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 ２１日	 ９：００～１２：００ 市役所第３会議室

電話でも可 �７８６－３２１１

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

６日� ＊次回は８月３日�
１０：００～１２：００ 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室

直通�７８６－３４５０

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 ２日�・２３日�

１０：００～１６：００
アソシエ
（さくらフレンド内） 人権・男女共同

参画課
人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談 １０日� ９：００～１２：００ 地域福祉活動センター

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

１０：００～１５：００
勤労福祉会館
直通�７７３－１１２１（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金（祝日を除く）
１０：００～１５：３０
（１２：００～１３：００を除く）

市役所南庁舎２階
電話でも可 �７８６－３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 専 門
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
１０：００～１６：００

子育て支援センター
電話でも可 直通�７７７－７７０８ こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�７８７－５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：００～１７：００

桶川市教育相談所
直通�７８６－３２３７

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：００～１５：００

地域福祉活動センター
直通�７２８－２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

１３：００～１５：００ 地域福祉活動センター

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

埼埼玉玉県県央央広広域域事事務務組組合合
かかららののおお知知ららせせ

消消 防防 職職 員員 のの 募募 集集
職種・採用予定人員
消防職・７人程度（救急救命
士および救急救命士国家試験受験資格者含む）

応募資格・試験区分
日本国籍を有し、次の区分
に該当する者
初級（高卒程度） 平成３年４月２日～

平成７年４月１日生まれの人
中級（短大卒程度） 平成元年４月２日～

平成５年４月１日生まれの人
上級（大卒程度） 昭和６２年４月２日～

平成３年４月１日生まれの人
試験日
第１次試験
初級、中級 ９月１６日�
上級 １０月１４日�

応募期間・募集方法
８月１６日�～２２日�（土・
日、祝日を除く）に消防本部消防総務課に本人
が持参。
受験案内と申込書は７月９日�から桶川消防署
のほか、消防本部、北本、鴻巣消防署で配布、
または、HP（http : //www.ken-o.or.jp）から
ダウンロードできます。

詳しくは�埼玉県央広域消防本部
消防総務課
�０４８－５９７－２００２

優 良 運 転 者 表 彰
上尾地方交通安全協会で優良運転者（無事故無違反の人）を
表彰します。対象となる人は申請してください。

表 彰 式�９月２２日（土・祝）上尾市文化センター
※受賞者には８月下旬にハガキで詳細をお知らせします。

対 象�次の�から�までの８つの区分で表彰をしています。
�５年以上１０年未満（職業運転者は３年以上）無事故無違
反の人

�１０年以上１５年未満無事故無違反の人
�１５年以上２０年未満無事故無違反の人
�２０年以上２５年未満無事故無違反の人
�２５年以上３０年未満無事故無違反の人
	３０年以上３５年未満無事故無違反の人

３５年以上無事故無違反の人
�４０年以上無事故無違反の人
※ただし、�～�以外の区分では、過去に同じ区分で表
彰を受けたことのある人、県警交通部長以上の表彰を
受けたことがある人は申請できません。

申請方法�６月１日�～７月３１日�に上尾地方交通安全協会事務局
（受付時間…午前８時３０分～午後５時※正午～午後１時
を除く）か地域担当の各支部長に申請に必要な書類を揃
えて提出ください。

【申請に必要な書類】
１表彰申請書
２無事故無違反証明【平成２４年６月１日以降に自動車安全センタ
ーで発行されたもの】※証明の発行には１５日程度かかります。

３職業運転経歴証明書（職業運転者３年以上５年未満申請の場合のみ必要）
４交通安全協会会員証
※１・２は受付先にあります。

問合せ�上尾地方交通安全協会 �７７１－４１７６
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内 容

診察、身体計測、育児相談、離乳食相談・
試食、絵本コーナー
持ち物母子健康手帳・健診票
保健師による身体観察、身体計測、育児相
談、栄養士による離乳食相談
※対象児は、７か月児と１０か月児です。高
崎線を挟んで、西側は保健センター・東
側は母子健康センターで行います。その
他、電話にてご相談ください。

持ち物母子健康手帳
内科・歯科診察・歯科指導、身体計測、親子
遊び、育児・幼児食相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票
内科・歯科診察、身体計測、育児・幼児食
相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票
１歳６か月児健診終了児、６か月ごとに塗
布します。
持ち物母子健康手帳
問合せ�口腔保健センター�０４８－５９６－０２７５

定員

２５人

２５人

９組

なし

２５人

注１）母子健康相談については、実施日の１週間前までに電話でお申し込みください。また、効果的に参加していた
だくため、対象となる乳児以外の小さなお子様を連れての参加はご遠慮ください。

注２）母子健康相談の対象となる乳幼児用のおむつ、調乳用のお湯などは、各自でご持参ください。

対象者および内容

対象成人
内容血圧測定、体重・体脂肪測定、
バランスの良い食事のとり方
などの相談

※気軽にお立ち寄りください！

対象者および内容

妊娠１６～２８週の妊婦（夫も可）
簡単クッキング、妊娠中の食事や過
ごし方などについて、その他交流会
持ち物母子健康手帳、エプロン、三角

きん、ふきん、筆記用具
妊娠２０～３１週の妊婦（夫も可）
安産体操や出産のこと、その他交流会
持ち物母子健康手帳、筆記用具
妊娠２４～３６週の妊婦と夫（祖父母に
なられる方歓迎）
赤ちゃんのお風呂の入れ方、保育について
持ち物母子健康手帳、筆記用具

２～６か月児の保護者
ママたちの仲間づくり、交流の場と
してご利用ください。

６～９か月児の保護者
歯の話と離乳食について
※妊婦の方も参加できます。
持ち物母子健康手帳

受付時間

９：３０～１１：００

受付時間

１３：１５～１４：１０

９：３０～１０：３０

１３：１５～１４：１０

１３：１５～１４：１０

１回目
１３：３０～１４：００
２回目以降
１４：００～１４：３０

受付時間

１０：１５～１０：３０

１３：１５～１３：３０

９：４５～１０：
００

開催時間
１０：００～１２：００

１３：１５～１３：３０

ところ

保健センター

ところ

保健
センター

保健
センター

母子健康
センター

母子健康
センター

保健
センター

保健
センター

ところ

保健
センター

保健
センター

保健
センター

保健
センター

と き

７月１０日�

と き

７月１３日�

７月９日�
８月６日�

７月３日�
８月７日�

７月２５日�

７月２０日�

７月２日�
７月３０日�

と き

８月９日�

８月２０日�

７月１４日�

７月５日�
８月２日�

７月１２日�

種 別

４か月児健診

７か月児・
１０か月児相談

１歳６か月児健診
（個別通知あり）

３歳３か月児健診
（個別通知あり）

フッ素塗布

種 別

マタニティ
クラス
《要予約》

パパママ体験
クラス
《要予約》

赤ちゃん
サロン

ベビーもぐもぐクラス
（ママ準備クラス）
《要予約》

種 別

お立ち寄り
健康相談

こどもの
健康診査

母子健康
相 談
（要予約）

おとなの
健康相談 ちょっと

気軽に
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ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
助
成
事
業
を
開
始
し
ま
す

７
月
１
日
よ
り
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防

接
種
の
費
用
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

予
防
接
種
期
間
▼
生
後
６
週
か
ら
２４

週
公
費
助
成
（
一
部
助
成
）
対
象
者
▼

�
７
月
１
日
以
降
に
市
内
の
指
定
医

療
機
関
に
お
い
て
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防

接
種
を
受
け
る
お
子
さ
ん

�
平
成
２４
年
４
月
１
日
か
ら
７
月
３１

日
ま
で
に
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
を

受
け
た
お
子
さ
ん

助
成
金
額
▼
１
回
当
た
り
７,

５
０

０
円
（
２
回
ま
で
助
成
）

助
成
の
方
法
▼

�
の
場
合
は
、
医
療
機
関
に
お
い
て

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。（
助
成
後

の
接
種
費
用
は
本
人
（
保
護
者
）
負
担

と
な
り
ま
す
。）

�
の
場
合
は
、
接
種
を
証
明
す
る
も

の
（
母
子
健
康
手
帳
）、
領
収
書
、
印

鑑
（
認
印
）
を
持
参
し
、
健
康
増
進
課

に
て
手
続
き
を
お
願
し
ま
す
。

L
e
t’s

ト
ラ
イ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
西
側
９
km
コ
ー
ス
）

と
き
▼
７
月
１９
日
�
午
前
８
時
に
城
山

公
園
管
理
事
務
所
前
集
合

正
午
頃
解
散

（
小
雨
決
行
）

コ
ー
ス
▼
城
山
公
園
〜
知
足
院
〜
愛
宕

氷
川
神
社
〜
諏
訪
神
社
〜
は
に
わ
の
里

（
八
幡
神
社
往
復
）
〜
原
山
古
墳
〜
城
山

公
園持

ち
物
▼
飲
み
物
・
雨
具
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
適
し
た
服
装
・
履
き
な
れ
た
靴

費
用
▼
１００
円
（
保
険
代
）

定
員
▼
３０
人

申
込
み
▼
７
月
４
日
�
午
前
９
時
か
ら

健
康
増
進
課
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付

け
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
の
食
育
料
理
教
室

「
食
育
」
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
み
ん
な
で
軽
食
づ
く
り
に
も

挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

内
容
▼
「
食
育
」
に
つ
い
て
の
講
話
、

簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
（
献
立
�
ラ
ッ
プ
サ
ン

ド
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
ス
ー
プ
、
キ
ラ
キ
ラ
ゼ

リ
ー
）

と
き
▼
７
月
２７
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
１
時

と
こ
ろ
▼
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導
室

対
象
▼
小
・
中
学
生
（
た
だ
し
小
学
３

年
生
以
下
は
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

定
員
▼
２５
名
（
先
着
順
）

費
用
▼
一
人
３００
円
（
材
料
費
一
部
負

担
）持

ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
給
食

帽
）・
筆
記
用
具
・
ふ
き
ん
・
タ
オ
ル

申
込
み
▼
７
月
６
日
�
午
前
９
時
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
健
康
増
進
課
窓
口
へ

共
催
▼
桶
川
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会お

肉
の
生
食
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

生
や
加
熱
不
足
の
肉
を
原
因
と
し
た
食

中
毒
は
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
暖
か
く
湿
気
が
多
い
こ
の
時
期

は
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
や
腸
管
出
血
性

大
腸
菌
（
Ｏ
�
１５７
、
Ｏ
�
１１１
）
な
ど
の
細

菌
を
原
因
と
し
た
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

適
切
な
対
応
を
し
て
、
食
中
毒
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
！

◎
食
中
毒
予
防
の
基
本
は
手
洗
い

こ
ま
め
に
、
爪
の
間
ま
で
石
け
ん
で
し

っ
か
り
と
洗
い
ま
し
ょ
う
。

◎
肉
を
生
で
食
べ
な
い

生
食
用
と
し
て
提
供
さ
れ
た
肉
で
も
、

子
ど
も
、
お
年
寄
り
、
抵
抗
力
の
弱
い
方

は
、
肉
を
生
で
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

◎
肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱

焼
肉
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
、
自
分
で

肉
を
焼
い
て
食
べ
る
場
合
も
、
十
分
加
熱

し
て
生
焼
け
の
ま
ま
食
べ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◎
生
肉
に
つ
い
て
い
た
菌
が
、
他
の
食
品

に
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る

調
理
用
具
は
用
途
別
に
使
い
分
け
、
消

毒
洗
浄
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
�
鴻
巣
保
健
所

�
０４８
�
５４１
�
０
２
４
９

精
神
的
な
病
気
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
き

た
最
近
、「
パ
ニ
ッ
ク
障
害
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
は
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
は
「
あ
る
日
突
然
パ
ニ

ッ
ク
発
作
を
起
こ
し
、
そ
し
て
い
つ
ま
た
発

作
が
起
き
る
か
不
安
に
な
っ
て
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す
病
気
」
で
す
。
こ
れ
で
は
ピ

ン
と
来
な
い
で
す
よ
ね
。

パ
ニ
ッ
ク
発
作
と
は
、
急
に
心
臓
が
ド
キ

ド
キ
し
た
り
、呼
吸
が
苦
し
く
な
っ
た
り
、嫌

な
汗
を
か
い
た
り
、し
び
れ
や
ふ
る
え
が
起
き

た
り
、め
ま
い
、吐
き
気
を
感
じ
る
こ
と
で
す
。

身
体
の
病
気
か
と
考
え
て
ま
ず
内
科
な
ど

で
検
査
を
受
け
ま
す
が
、
身
体
の
異
常
は
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。

パ
ニ
ッ
ク
発
作
が
出
て
い
る
時
に
は
「
こ

の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
か
も
」
と
恐
怖
を
感

じ
ま
す
。
し
か
し
１
時
間
以
内
で
大
抵
発
作

自
体
は
お
さ
ま
り
ま
す
。

パ
ニ
ッ
ク
障
害
で
は
、
パ
ニ
ッ
ク
発
作
が

起
き
て
い
な
い
と
き
に
も
い
つ
発
作
が
起
き

る
か
不
安
に
な
っ
た
り
（
予
期
不
安
）、
一

人
で
外
出
で
き
な
く
な
っ
た
り
（
広
場
恐

怖
）
し
ま
す
。

予
期
不
安
、
広
場
恐
怖
と
い
う
聞
き
な
れ

な
い
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
ね
。

パ
ニ
ッ
ク
発
作
は
「
死
ぬ
か
も
」
と
感
じ

る
ほ
ど
つ
ら
い
症
状
で
す
。
な
の
で
発
作
に

対
す
る
恐
怖
は
と
て
も
強
く
、
し
か
も
パ
ニ

ッ
ク
発
作
は
前
ぶ
れ
な
く
急
に
起
き
る
こ
と

が
多
い
の
で
、「
ま
た
あ
の
発
作
が
起
き
る

か
も
」
と
常
に
不
安
を
持
ち
続
け
ま
す
。
こ

れ
を
「
予
期
不
安
」
と
言
い
ま
す
。

パ
ニ
ッ
ク
発
作
が
ま
た
起
こ
る
の
で
は
な

い
か
と
恐
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
人
ご
み
の

中
や
自
動
車
、
電
車
、
バ
ス
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
中
な
ど
、
す
ぐ
に
は
助
け
が
求
め
ら
れ

な
い
場
所
や
逃
げ
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
場

所
に
い
る
こ
と
を
と
て
も
苦
し
く
感
じ
、
そ

の
場
所
に
行
く
こ
と
を
避
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
広
場
恐
怖
」
と
言
い
ま
す
。

パ
ニ
ッ
ク
障
害
の
治
療
は
、ま
ず
薬
で
パ
ニ

ッ
ク
発
作
を
抑
え
ま
す
。
抗
う
つ
薬
や
抗
不

安
薬
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
薬
は
予

期
不
安
や
広
場
恐
怖
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
病
気
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や

リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を
学
ぶ
「
心
理
教
育
」
や

物
事
の
と
ら
え
方
や
行
動
の
仕
方
を
変
え
る

こ
と
で
不
安
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
す
る

「
認
知
行
動
療
法
」
も
有
効
で
す
。

「
気
持
ち
が
弱
い
」「
性
格
の
問
題
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
患
者
さ
ん
は
苦
し

い
症
状
を
必
死
に
我
慢
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
最
近
で
は
脳
の
神
経
の
働
き
の
異
常
が

原
因
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
著
名
人
で
「
パ

ニ
ッ
ク
障
害
を
抱
え
て
い
る
」
と
公
表
す
る

方
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
徐
々
に
治
療
を
受

け
や
す
い
環
境
が
出
来
て
い
ま
す
。
自
分
に

当
て
は
ま
る
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
心
療

内
科
や
精
神
科
の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
）

パ
ニ
ッ
ク
障
害
に
つ
い
て

７月の献血
全血献血
（２００ml・４００ml）

７月２５日�
桶川駅西口

午前１０時～１１時４５分
午後１時～４時

１６歳～６９歳の健康な方
※４００ml は男性１７歳以
上、女性１８歳以上

※６５歳以上の方は、６０歳～６４歳に献
血したことのある方に限ります。

種 類

と き

ところ

時 間

対 象

本人確認に
ご協力を！

運転免許証
パスポート
健康保険証

などで本人
確認をさせ
ていただい
ています。

市内医療機関

住所／電話番号

朝日３－１４－１０ ／�７７４－９３８５

寿１－１４－１２ ／�７７１－１０５９

北２－２－１ ／�７７６－２２２２

若宮１－１－７ ３F ／�７８９－３２２２

若宮１－１－７ ２F ／�７８７－７７１５

若宮１－４－５２２F ／�７８９－５７７７

下日出谷西３－３－４ ／�７８６－７７１５

鴨川２－８－４ ／�７８６－２１６８

東１－２－１７ ／�７７１－１２１２

北１－１５－２３ ／�７７３－４１３５

東１－３－２６ ／�７７１－１０５５

川田谷５８１５－５ ／�７８７－３０００

坂田東３－２６－１３ ／�７２８－２３７７

若宮１－６－３９ ／�７８７－２１８１

医療機関名

朝日内科歯科医院

伊藤医院

岡田整形外科

桶川駅前こどもクリニック

桶川K.N クリニック

桶川西口クリニック

桶川日出谷診療所

栗原クリニック

小島医院

小林産婦人科クリニック

坂部医院

鈴木内科医院

豊田医院

渡辺医院

熱中症にご注意ください
県では、「今年の夏の平均気温は平年並みか高くなる」との予報をう

け、熱中症対策方針が示されました。
適度にエアコンなどを使用して、次の５つのポイントに心がけて、熱

中症を予防しましょう。
【熱中症予防の5つのポイント】

�高齢者は上手にエアコンを
高齢者や持病のある方は、暑さで徐々に体力が低下し、室内でも熱中
症になることがあります。室内の温度を測り、適切にエアコンを使い
ましょう。

�暑くなる日は要注意！
熱中症は、暑い環境に長時間さらされることにより発症します。猛暑
の時は、涼しいところに避難しましょう。

�水分・塩分こまめに補給
のどが渇く前に水分を補給しましょう。汗をかいたら、水分とともに
イオン飲料等の塩分を含む飲料を飲みましょう。高齢者の方は、こま
めに水分補給しましょう。寝る前も忘れずに！

�「おかしい�」と思ったら病院へ
熱中症は、めまい、頭痛、吐き気、倦怠感などの症状から、ひどいと
きには意識を失い、命が危険になることもあります。「おかしい」と
思ったら涼しいところに避難し、医療機関に相談しましょう。

�周りの人にも気配りを
自分のことだけでなく、ご近所で声を掛け合うなど、周りの人の体調
にも気を配りましょう。

※お近くの医療機関がわからない時は埼玉県救急医療情報センター
よい救急

（年中無休、２４時間対応）�８２４－4199 詳しくは�健康増進課

２０１２．７ 2200２０１２．７2211



581,450

楽
し
く
学
べ
る
切
り
絵
講
座

〜
初
心
者
対
象
の
講
座
で
す
の
で
、切

り
絵
を
や
っ
て
み
た
い
、興
味
の
あ
る

方
是
非
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
！
〜

平
成
２４
年
度

桶
川
市
平
成
市
民

大
学
第
２３
期
生
募
集

平
成
２５
年

成
人
式
典
の
実
行
委
員

募
集

《２４年実行委員の皆さん》

『
綾
瀬
川
み
ん
な
で
水
質
調
査
』

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と
き
▼
７
月
２０
日
〜
８
月
３
日
の
毎
週

金
曜
日
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
▼
１５
人
【
多
数
抽
選
】

費
用
▼
１,

８
０
０
円
（
教
材
費
、
保

険
代
）

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
ホ
ッ
チ
キ
ス

講
師
▼
埼
玉
県
切
り
絵
同
好
会
長

須

貝
京
子
さ
ん

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
で
７
月
１０
日
�

【
必
着
】
ま
で
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
電
話
番
号
・
年

齢
お
よ
び
返
信
用
宛
名
を
記
入
の
う
え
、

桶
川
公
民
館
（
〒
３６３
�
０
０
１
７

西
１

�
５
�
２１
）
へ
。

市
民
の
皆
様
に
豊
か
な
教
養
を
身
に
つ

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
本
市
で
は
「
桶
川

市
平
成
市
民
大
学
」
を
開
講
し
ま
す
。
今

年
度
も
、
よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
分
野
の
講
座
を

計
画
し
ま
し
た
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間
▼
８
月
３０
日
�
〜
１２
月
２０
日
�

（
全
９
回
）
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館
ほ
か

対
象
▼
２０
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤

の
人定

員
▼
５０
人
【
多
数
抽
選
】

費
用
▼
無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
が
必

要
な
場
合
は
自
己
負
担
）

申
込
み
▼
は
が
き
（
１
人
１
枚
）
に
７

月
２
日
�
〜
１８
日
�
【
必
着
】
の
間
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、
ふ

り
が
な
、
年
齢
を
記
入
の
う
え
、
東
公
民

館
（
〒
３６３
�
０
０
１
２

末
広
２
�
８
�

２９
）
へ
。

※
受
講
通
知
は
７
月
３１
日
�
ま
で
に
通
知

し
ま
す
。
届
か
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
故
郷
桶
川
市
の「
成
人
式
典
」

を
あ
な
た
の
手
で
創
り
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
思
い
出
に
な
る
よ
う
な
成
人

式
典
の
企
画
や
運
営
な
ど
に
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
市
内
在
住
ま
た
は
、
市
内
の
小

中
学
校
を
卒
業
し
た
新
成
人
（
平
成
４
年

４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
）
で
、
平
成
２５
年
の
市
の
成
人
式
典

に
参
加
予
定
の
人

定
員
▼
１６
人

申
込
み
▼
７
月
２７
日
�
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル（sh
og
ai@
city.okegaw

a.

lg
.jp

）
で
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。

《
確
認
項
目
》氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
・
性
別
・
自
己
Ｐ
Ｒ

そ
の
他
▼
１
回
目
の
実
行
委
員
会
を
８

月
２３
日
�
午
後
７
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

そ
の
後
、
１０
回
程
度
の
実
行
委
員
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

※
成
人
式
典
は
、
市
民
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、

平
成
２５
年
１
月
１４
日
�
午
後
１
時
３０
分
か

ら
開
催
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
�
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

綾
瀬
川
は
市
に
源
流
を
発
し
、埼
玉
県
・

東
京
都
の
９
市
２
区
１
町
を
流
下
す
る
河

川
で
す
。
こ
の
水
質
調
査
は
、
綾
瀬
川
清

流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
連
絡
会
が
主
催
し
、
各

地
で
一
斉
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

市
民
の
皆
様
が
、
綾
瀬
川
に
対
す
る
親

近
感
を
高
め
、
そ
の
水
質
と
現
状
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
う

も
の
で
す
。

誰
に
で
も
（
小
学
生
以
上
）
簡
単
に
で

き
る
水
質
調
査
で
す
の
で
、
家
族
や
仲
間

を
お
誘
い
の
う
え
、
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
７
月
２０
日
�
午
前
９
時
〜
１１
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。（
午
前
８
時
決
定
）

集
合
場
所
▼
午
前
９
時
ま
で
に
新
小
針

領
家
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
（
環
境
セ
ン
タ

ー
・
元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
先
）

調
査
項
目
▼
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
を
用
い
て
、

ｐ
Ｈ
、
Ｄ
Ｏ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
、
ア
ン
モ
ニ
ア
な

ど
を
分
析
し
ま
す
。

持
ち
物
▼
長
靴
・
帽
子
・
タ
オ
ル
・
飲

み
物
な
ど

申
込
み
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
７８６
�
３
７

４
０
）、
ま
た
は
メ
ー
ル（k

an
k
y
o@
city
.

ok
eg
aw
a.lg
.jp

）
で
、
７
月
１３
日
�
午

後
５
時
ま
で
に
、
環
境
課
へ
。

《
確
認
項
目
》
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

年
齢

生涯学習スポーツ課 �７２８－４１１１
環境課 �７８６－３２１１

桶川公民館 �７７２－３８８８
東公民館 �７２８－７６２２

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

平成２４年度 桶川市平成市民大学講座
テーマ：「豊かな教養を身につけよう」

講師など

桶川市長 岩�正男

立正大学教授
堺正一さん
※大学校舎（熊谷市）
で受講

立正大学教授
川西哲郎さん
※大学校舎（熊谷市）
で受講

埼玉県消費生活総合セ
ンター
消費生活専門相談員
木下久美子さん

日本薬科大学教授
山路誠一さん
※大学校舎（伊奈町）
で受講

日本薬科大学教授
佐藤卓美さん

桶川市ガイドボランテ
ィアの方々

聖学院大学教授
講師は大学に依頼中

生涯学習スポーツ課
主任 藤沼昌泰

内容

開講式
桶川市の市政全般について

講義
「ヘレンケラーが心の支え
とした日本人」

講義
「ソクラテスになって走る」

消費生活講座
「消費生活トラブル講座」

実習・見学
「五感で触れる漢方薬～煎
じ薬を作ってみよう」

講義
「クスリのつきあい方」

歴史散歩
「桶川市川田谷地区の文化財」

講義 講義題は未定

閉講式
桶川の歴史と文化財

とき

８／３０�

９／１３�

９／２０�

１０／４�

１０／１８�

１１／１�

１１／２２�

１２／１３�

１２／２０�

回

１

２

３

４

５

６

７

８

９

平成２４年度 桶川市立集会所第２回成人学級講座開催のご案内
市教育委員会では、市民の人権問題に対する正しい理解を図り、差別のない明るい地

域社会をつくる実践力を養うために桶川集会所および加納集会所において成人学級講座
を開催します。皆様お誘い合わせのうえ、ご参加ください。
講演�「刑を終えて出所した人の現状と人権」
講師�大塚茂さん（鴻巣地区保護司会桶川支部長）
とき・ところ��７月１２日�午前１０時～１１時３０分 加納集会所（パルレ）

�７月１３日�午前１０時～１１時３０分 桶川集会所（ユニティ）
※二つの会場ともに同じ内容で行います。

申込み�事前予約不要
詳しくは�生涯学習スポーツ課

２０１２．７ 2222２０１２．７2233



クラブ

★お申込みは下記へ★

0120－391－144

お気軽に
どうぞ

 1000円お試しセット （5/1 ～ 8/31）
　　 ・ポークウインナー   ・丸大豆しょうゆ
　    ・鶏卵  ・みかんジュース
　    ・豚肉ローススライス

生活クラブは、ほぼ全品目放射能検査を実施しています。ＨＰで公開中！生活クラブは、ほぼ全品目放射能検査を実施しています。ＨＰで公開中！

生活クラブ生協埼玉

ももワワーールルドド夏夏休休
みみ子子どど

快適住まいの
リフォーム専門店
・水まわり工房イベント開催中
・耐震補強のご相談受付中
・外装・屋根・内装・耐震・省エネ
桶川市坂田東１－１－７

http://www.sumai-network.jp/kaijuu/

ビ
デ
オ
上
映
会
〜
親
子
で
さ
い
た

ま
の
む
か
し
話
（
人
形
劇
）
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
〜

サ
イ
エ
ン
ス
２
０
１
２

浮
沈
子
の
ふ

し
ぎ
を
体
験
し
よ
う
〜
浮
い
た
り
沈
ん

だ
り
す
る
魚
で
実
験
し
て
み
よ
う
〜

木
工
講
座
〜
の
こ
ぎ
り
や
金
づ
ち

を
使
っ
て
、
自
分
の
力
で
木
工
作

品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

紙
ね
ん
ど
工
作
講
座

〜「
貯
金
箱
」
か
「
壁
掛
け
レ
タ

ー
ケ
ー
ス
」を
つ
く
り
ま
す
〜

生
き
物
切
り
絵
教
室
〜
川
田
谷
周

辺
に
生
息
す
る
生
き
物
の
お
話
し

を
聞
き
、切
り
絵
に
し
て
み
よ
う
〜

親
子
で
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座

〜
子
と
の
絆
や
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
、

楽
し
い
夏
の
思
い
出
作
り
と
し
て
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
�
〜

楽
し
く
学
ぶ
健
康
カ
ラ
テ
教
室
〜
み
ん
な

で
楽
し
み
な
が
ら
精
神
修
行
も
学
ぼ
う
〜

べ
に
花
染
め
体
験
教
室
〜
べ
に
花
染

め
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

箏
体
験
講
座

〜
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
箏
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
〜

フ
ッ
ト
サ
ル
講
座

〜
体
力
向
上
に
フ
ッ
ト
サ
ル
の

基
本
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！
〜

内
容
▼
な
み
だ
の
に
ぎ
り
め
し
（
取
材

地
�
桶
川
市
）、
か
っ
ぱ
三
四
郎
（
取
材

地
�
上
尾
市
）

と
き
▼
７
月
２９
日
�
・
８
月
１９
日
�
午

前
１１
時
３０
分
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
親
子

定
員
▼
１０
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
、
午
前
１１
時
か
ら
視
聴

覚
ホ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
�
川
田
谷
公
民
館

と
き
▼
７
月
２５
日
�
午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
生

定
員
▼
２０
人
【
多
数
抽
選
】

費
用
▼
２３５
円
（
材
料
費
、
保
険
代
）

持
ち
物
▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本（
丸
型
・

５００
�
・
ふ
た
付
き
）、
筆
記
用
具

講
師
▼
利
根
川
宏
さ
ん
「
蔵
前
理
科
教

室
ふ
し
ぎ
不
思
議
（
く
ら
り
か
）
会
員
」

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
で
、
７
月
１２
日

�
【
必
着
】
ま
で
に
講
座
名
・
住
所
・
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
学
校
名
・

学
年
・
性
別
お
よ
び
返
信
用
宛
名
を
記
入

の
う
え
、
桶
川
公
民
館
へ
。

と
き
▼
７
月
２７
日
�
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
加
納
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
３
〜
６
年
生

定
員
▼
２０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
１,

０
０
０
円
程
度（
材
料
費
・

保
険
代
）

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
定
規
・
３０

�
の
定
規
・
の
こ
ぎ
り
・
金
づ
ち
・
筆
記

用
具
・
飲
み
物
・
上
履
き
・
汚
れ
て
も
よ

い
服
装

講
師
▼
大
熊
康
美
さ
ん
、
建
設
埼
玉
桶

川
支
部
の
皆
さ
ん

申
込
み
▼
電
話
で
、
７
月
３
日
	
午
前

９
時
か
ら
加
納
公
民
館
へ
。

と
き
▼
７
月
２６
日
�
・
８
月
９
日
�
午

前
９
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

と
こ
ろ
▼
加
納
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
生
で
全
日
程

参
加
で
き
る
人
。
※
小
学
１
・
２
年
生
は

保
護
者
同
伴

定
員
▼
２０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
６００
円
（
材
料
費
・
保
険
代
）

持
ち
物
▼
粘
土
板
・
の
し
棒
（
３０
�
程

度
）・
ぞ
う
き
ん
・
絵
の
具
・
筆
・
パ
レ
ッ
ト
・

水
入
れ
・
上
履
き
・
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

講
師
▼
田
村
和
子
さ
ん

申
込
み
▼
電
話
で
、
７
月
５
日
�
午
前

９
時
か
ら
加
納
公
民
館
へ
。

と
き
▼
７
月
２９
日
�
【
お
話
の
部
】
午

前
９
時
〜
１１
時
、【
切
り
絵
体
験
の
部
】

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上

の
親
子

定
員
▼
１０
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
弁
当
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル（
汗

拭
き
用
）

講
師
▼
【
お
話
の
部
】
牧
林
功
さ
ん
、

【
切
り
絵
体
験
の
部
】
須
貝
京
子
さ
ん
・

渡
辺
俊
一
さ
ん

申
込
み
▼
電
話
で
、
７
月
５
日
�
午
前

９
時
か
ら
川
田
谷
公
民
館
へ
。

と
き
▼
８
月
１７
日
�
午
後
９
時
３０
分
〜

１８
日


午
前
６
時
頃
※
雨
天
中
止

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館
（
集
合
）
〜
桶

川
駅
�
浦
和
駅
〜
徒
歩
〜
桶
川
公
民
館

（
解
散
）
※
約
２０
�

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
親
子
（
小

学
３
年
生
以
上
）

定
員
▼
２０
組
【
多
数
抽
選
】

費
用
▼
一
人
１００
円
（
保
険
代
）
※
代
金

は
返
却
で
き
ま
せ
ん
※
交
通
費
は
実
費

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
・
飲
み
物
・
軽
食
・

汗
拭
き
タ
オ
ル
・
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
・
雨

具
・
懐
中
電
灯
・
防
虫
ス
プ
レ
ー
・
テ
ィ

ッ
シ
ュ
・
ナ
ッ
プ
ザ
ッ
ク
・
歩
き
や
す
い

服
装
・
履
き
な
れ
た
靴
な
ど

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
で
講
座
名
・
住

所
・
親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話

番
号
・
性
別
・
年
齢
（
親
子
）
お
よ
び
返

信
用
宛
名
を
記
入
の
う
え
、
７
月
２０
日
�

【
必
着
】
ま
で
に
桶
川
公
民
館
へ
。

と
き
▼
８
月
１
日
�
〜
３
日
�
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
（
全
３
回
）

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
２
年
生
以
上

で
全
日
程
参
加
で
き
る
人

定
員
▼
２０
人
【
多
数
抽
選
】

費
用
▼
１５０
円
（
保
険
代
）

持
ち
物
▼
あ
せ
ふ
き
タ
オ
ル
・
着
替
え
・

運
動
し
や
す
い
服
装
（
体
操
着
な
ど
）・

飲
み
物

講
師
▼
細
田
晴
夫
さ
ん

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
７
月
１３
日
�【
必

着
】
で
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学

年
・
お
よ
び
返
信
用
宛
名
を
記
入
の
う
え
、

東
公
民
館
へ
。

と
き
▼
８
月
１９
日
�
午
前
９
時
〜
１１
時

と
こ
ろ
▼
歴
史
民
俗
資
料
館

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上

の
親
子

定
員
▼
１０
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
・
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル

講
師
▼
歴
史
民
俗
資
料
館
職
員

申
込
み
▼
電
話
で
、
７
月
１７
日
	
午
前

９
時
か
ら
川
田
谷
公
民
館
へ
。

と
き
▼
８
月
７
日
	
〜
９
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

定
員
▼
２０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
５５０
円
（
材
料
費
・
保
険
代
）

講
師
▼
棚
橋
幸
子
さ
ん

持
ち
物
▼
筆
記
用
具

申
込
み
▼
電
話
で
７
月
４
日
�
午
前
９

時
か
ら
東
公
民
館
へ
。

と
き
▼
８
月
２１
日
	
〜
２３
日
�
午
前
１０

時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
生

定
員
▼
２０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
１
人
１５０
円
（
保
険
代
）

講
師
▼
中
村
洋
平
さ
ん
（
元
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
）

持
ち
物
▼
飲
み
物
・
汗
拭
き
タ
オ
ル
・
着
替

え
・
運
動
し
や
す
い
服
装
・
室
内
用
運
動
靴

申
込
み
▼
電
話
で
７
月
１０
日
	
午
前
９

時
か
ら
東
公
民
館
へ
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

加加納納公公民民館館
��７７２２８８－－１１００４４００
坂坂田田９９８８２２－－５５

川川田田谷谷公公民民館館
��７７８８６６‐‐４４００３３３３
川川田田谷谷４４４４００５５－－４４

桶桶川川公公民民館館
��７７７７２２－－３３８８８８８８
西西１１－－５５－－２２１１

桶桶川川東東公公民民館館
��７７２２８８－－７７６６２２２２
末末広広２２－－８８－－２２９９

２０１２．７ 2244２０１２．７2255
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夏
休
み
「
親
子
で
挑
戦
―
土
器
、

土
偶
を
作
ろ
う
」

第
１１
回
桶
川
市
絵
画
ジ
ュ
ニ
ア
展

作
品
募
集

「
文
芸
桶
川
」
第
３３
号
の
原
稿
を

募
集
し
ま
す

わ
く
わ
く
体
験
合
宿
２
０
１
２

参
加
者
募
集

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ

主
催
事
業

土
器
や
土
偶
を
作
る
こ
と
を
通
し
て
先

人
の
知
恵
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き
▼
７
月
２５
日
�
午
前
９
時
〜
午
後

３
時と

こ
ろ
▼
歴
史
民
俗
資
料
館

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
生
お
よ
び
そ

の
保
護
者

定
員
▼
親
子
１０
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
５００
円
（
粘
土
代
な
ど
）

持
ち
物
▼
汚
れ
て
も
良
い
服
装
・
汗
拭

き
用
タ
オ
ル
・
昼
食
・
飲
み
物
・
雑
巾

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
直
接
、
７
月
３

日
�
〜
２０
日
�
の
間
に
歴
史
民
俗
資
料
館

へ
。

【
関
連
事
業
】

「
土
器
、土
偶
を
野
焼
き
し
よ
う
」

７
月
に
親
子
で
作
成
し
た
土
器
と

土
偶
を
野
焼
き
し
ま
す
。

と
き
▼
８
月
２５
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
２
時
※
雨
天
順
延

と
こ
ろ
▼
炭
焼
き
の
森
（
川
田
谷

小
学
校
南
側
）

対
象
▼
７
月
の
講
座
参
加
者
（
参

加
自
由
）

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
昼
食
・
飲
み
物
・
軍
手
・

汗
拭
き
用
タ
オ
ル
・
雑
巾

詳
し
く
は
�
歴
史
民
俗
資
料
館

対
象
▼
市
内
の
小
学
生

課
題
▼
「
夏
休
み
」
ま
た
は
、「
う
ち

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」（
作

品
展
示
期
間
の
９
月
１７
日
は
敬
老
の
日
で

す
）
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
や
似
顔
絵
を

募
集
し
ま
す
。

画
材
�
水
彩
絵
の
具
・
ク
レ
ヨ
ン
・
パ

ス
テ
ル
な
ど

画
用
紙
�
八
つ
切
り
「
３８
�
×
２７
�
」

申
込
み
▼
画
用
紙
の
裏
側
に
題
名
・
学

校
名
・
学
年
・
氏
名
を
記
載
し
、
９
月
３

日
�
ま
で
に
各
学
校
に
作
品
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い（
応
募
は
一
人
一
点
と
し
ま
す
）。

作
品
展
示
▼
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
作
品

は
、
９
月
１５
日
�
〜
１７
日
�
・
	
に
響
の

森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

※
１０
月
に
各
学
校
を
通
じ
て
作
品
を
返
却

し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

主
催
▼
桶
川
市
文
化
団
体
連
合
会

共
催
▼
桶
川
市

後
援
▼
桶
川
市
教
育
委
員
会

詳
し
く
は
�
桶
川
市
文
化
団
体
連
合
会

梶
山
�
７２８
�
１
０
８
５
・
棚
橋
�
７２８
�
８

０
２
４
、
自
治
文
化
課

内
容
▼
下
水
処
理
施
設
の
見
学
（
下
水

を
き
れ
い
に
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
）、

水
質
実
験
の
体
験
（
顕
微
鏡
で
微
生
物
を

観
察
し
ま
す
。）

と
き
▼
７
月
２５
日
�


午
前
９
時
〜
正

午
�
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

（
午
前
・
午
後
の
２
回
開
催
）

と
こ
ろ
▼
元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

（
小
針
領
家
９３９
）

対
象
▼
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員
▼
各
２０
組
４０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
電
話
で
７
月
１８
日
�
ま
で
に

（
公
財
）
埼
玉
県
下
水
道
公
社
北
部
支
社

庶
務
担
当
（
�
７２８
�
２
０
１
１
）
へ
。

募
集
部
門
▼

第
１
部
…
小
説
・
童
話
・
戯
曲

第
２
部
…
随
筆
・
紀
行
・
評
論

第
３
部
…
詩

第
４
部
…
短
歌

第
５
部
…
俳
句
・
川
柳
・
連
句

第
６
部
…
表
紙
絵
・
扉
絵
・
カ
ッ
ト

募
集
要
件
▼
商
業
誌
な
ど
で
発
表
し
た

も
の
は
除
く
。
※
１
人
１
部
門
、
た
だ
し
、

第
１
〜
５
部
と
第
６
部
の
重
複
は
可
。

提
出
原
稿
▼
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
、
Ｃ

Ｄ
ま
た
は
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
と
印
字

し
た
原
稿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
所
定

の
原
稿
用
紙
に
よ
る
、
手
書
き
の
原
稿
で

も
可
）。
※
提
出
物
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
１６
歳
以
上
の
人

応
募
料
▼
４００
円
（「
文
芸
桶
川
」
第
３３

号
を
１
部
贈
呈
）

締
切
日
▼
９
月
１８
日
�

発
行
▼
平
成
２５
年
３
月
予
定
（
頒
布
予

定
価
格
は
一
冊
８００
円
）

※
詳
細
は
「
作
品
募
集
要
項
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
募
集
要
項
と
指
定
原
稿
用
紙
は
、

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
、
駅
西
口
図
書
館
、

桶
川
公
民
館
、
市
立
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

※
「
文
芸
桶
川
」
第
３２
号
も
販
売
中
で
す
。

（
頒
布
価
格
は
一
冊
８００
円
）

申
込
み
▼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

竹
と
ん
ぼ
や
水
鉄
砲
を
作
る
体
験
教
室

の
他
、
夜
に
は
盆
踊
り
に
肝
試
し
、
朝
食

を
作
っ
た
り
、
み
ん
な
の
住
む
街
を
散
策

し
た
り
と
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
２
日
間
！

夏
休
み
を
思
い
っ
き
り
満
喫
し
よ
う


と
き
▼
８
月
１８
日
�
・
１９
日
�

と
こ
ろ
▼
べ
に
花
ふ
る
さ
と
館

対
象
▼
小
学
４
〜
６
年
生

定
員
▼
３０
人
【
多
数
抽
選
】

費
用
▼
１,

５
０
０
円
（
食
事
代
・
保

険
代
な
ど
）

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
で
７
月
２５
日
�

【
必
着
】
ま
で
に
、「
体
験
合
宿
申
込
」・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
学
年（
年
齢
）・

住
所
・
電
話
番
号
（
緊
急
連
絡
先
）
お
よ

び
返
信
用
宛
名
を
記
入
の
う
え
、
べ
に
花

ふ
る
さ
と
館
事
業
課
（
〒
３６３
�
０
０
０
１

加
納
４１９
�
１
）
へ
。
※
参
加
者
決
定
通
知

は
７
月
３１
日
�
に
発
送
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
べ
に
花
ふ
る
さ
と
館

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
と
は
、
文
部
科
学
省

が
推
奨
し
て
い
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
設
立
を
目
指
す
ク
ラ
ブ
の
ひ
と

つ
で
あ
り
市
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者
ス
ク
ー
ル
】

と
き
▼
７
月
２７
日
〜
８
月
３１
日
の
毎
週

金
曜
日
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
３０
分
（
全

６
回
）

と
こ
ろ
▼
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

定
員
▼
２０
人
【
多
数
抽
選
】

費
用
▼
２,

５
０
０
円（
シ
ャ
ト
ル
代
・

保
険
代
な
ど
）
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

対
象
▼
市
内
在
住
の
人（
学
生
を
除
く
）

持
ち
物
▼
飲
み
物
・
汗
拭
き
タ
オ
ル
・

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・

事
業
名
お
よ
び
返
信
用
宛
名
を
記
入
の
う

え
、
７
月
２０
日
�
【
必
着
】
ま
で
に
、
大

沼
忠
儀
（
〒
３６３
�
０
０
０
１

加
納
２
０

４
４
�
３
）
へ
。

詳
し
く
は
�
大
沼
�
７２８
�
４
９
２
９

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
○

ヒ
ッ
タ
リ

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

歴史民俗資料館 �７８６－４０３０ 生涯学習スポーツ課 �７２８－４１１１
自治文化課 �７８６－３２１１ 市立図書館 �７７１－０３０３

生涯学習スポーツ課 �７２８－４１１１
べに花ふるさと館 �７２９－１６１１

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみススススススススススススススススススススススススペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおははははははははははははははははははははははははななななななななななななななななななななななななしししししししししししししししししししししししし会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
文庫連絡会のみなさんによるスペシャルお

はなし会を行います。パネルシアターや大型
絵本、大型紙芝居など、普段のおはなし会よ
りも豪華な内容です。ぜひ、ご参加ください。
と き�７月２０日�午後３時から
ところ�さいたま文学館講座室
申込み�不要（参加人数が多い場合は、入場

制限があります）
詳しくは�市立図書館

長長野野県県池池のの平平湿湿原原
シシニニアア初初心心者者ババススハハイイクク参参加加者者募募集集
と き�９月１６日�午前７時（桶川駅西口集合・出発）

午後７時（桶川駅西口解散予定）※雨天決行
コース�池の平湿原駐車場→雲の上の丘→見晴岳→三

方が峰分岐→鏡池→放開口→池の平湿原入口
→池の平湿原駐車場（徒歩約２時間３０分）

対 象�市内在住・在勤で、足に自信があり、集団行
動のとれる、６５歳以上の人

定 員�８０人【多数抽選】※７月３０日�午前１０時より
教育委員会会議室で公開抽選を行います。参
加者の決定は返信はがきでお知らせします。

交 通�大型観光バス２台
費 用�２，４００円（バス代・保険代など）
持ち物�弁当・雨具・水筒・トレッキングシューズ・

その他必要な物
申込み�往復はがき（１枚で４人まで）に、参加者全

員の氏名・生年月日・年齢・住所・電話番号
を必ず記入し、７月２７日�【必着】までに、
生涯学習スポーツ課『池の平湿原シニア初心
者バスハイク担当』（〒３６３－００１２ 末広２－
８－２９）へ。
※重複応募は、無効となります。

主 催�桶川市スポーツ推進委員連絡協議会
詳しくは�生涯学習スポーツ課

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

桶川市立集会所「夏休み子ども教室」参加者募集
市立集会所は人権教育を推進する施設として、様々な活動をしています。夏休みには市内の小学生の交流を図る「夏

休み子ども教室」を開催します。市内の小学生と仲よく活動し、夏休みの楽しい思い出を作りましょう。

加納集会所（パルレ）

８月２３日�
９：３０～１１：３０

・人権アニメビデオ鑑賞
・習字教室

対 象�市内の小学生
定 員�各集会所２０名程度【多数抽選】※１日だけの参加も可
申込み�往復はがきに８月３日�【必着】までに�参加集会所名�学校名�学年�氏名	住所
電話番号を記入のう

え、生涯学習スポーツ課 夏休み子ども教室係（〒３６３－００１２ 末広２－８－２９）へ。
※兄弟姉妹なら、同じはがきに２人以上書いても可

８月２２日�

・人権アニメビデオ鑑賞
・折り紙教室

桶川集会所（ユニティ）

８月２１日�

・人権アニメビデオ鑑賞
・習字教室

８月２０日

・人権アニメビデオ鑑賞
・折り紙教室

ところ

と き

時 間

内 容

２０１２．７ 2266２０１２．７2277



センター

祝
・
敬
老

島
倉
千
代
子

歌
謡
シ
ョ
ー

子
育
て
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
〜
会
い

た
か
っ
た
、
あ
な
た
の
笑
顔
に
〜

第
６
回
桶
川
市
在
住
県
展
入
選
作

品
展
（
市
民
ア
ー
ト
展
）

和
太
鼓
競
演

「
桶
川
百
店
会
」
と

「
東
京
打
撃
団
」
夏
の
陣

さ
い
た
ま
文
学
館

情
報

開
館
時
間
▼
１０
時
〜
１７
時
３０
分

Ｈ
Ｐ
�http

://w
w
w
.saitam

a-bungakukan.org/

幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
対
象
の

夏
休
み
企
画
「
お
話
の
泉
・
夏
」

テ
ー
マ
展
「
宝
箱
２
〜
新
収
集
資
料

鶴
夫
・
光
太
郎
・
龍
彦
た
ち
〜
」

夏
の
中
学
生
講
座

J
A
Z
Z
L
IV
E
in
K
e
n
k
a
ts
u

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
講
習
会

鴻
巣
市

K
o
no
su
C
ity

鴻
巣
夏
ま
つ
り
を
開
催

北
本
市

K
itam
o
to
C
ity

﹇
開
催
﹈山
中
信
人
・
津
軽
三
味
線
コ
ン

サ
ー
ト
〜
和
と
マ
ジ
ッ
ク
の
共
演
〜

と
き
▼
９
月
９
日
�
�
午
前
１１
時
開
場
・

１１
時
３０
分
開
演
�
午
後
２
時
３０
分
開
場
・

３
時
開
演

費
用
▼
【
全
席
指
定
】
Ｓ
席
２,

０
０

０
円
（
７５
歳
以
上
８００
円
）、Ａ
席
１,

０
０

０
円
（
７５
歳
以
上
５００
円
）
※
未
就
学
児
は

入
場
不
可

チ
ケ
ッ
ト
▼
７
月
１２
日
�
午
前
１０
時
か

ら
発
売
（
８
時
３０
分
か
ら
整
理
券
配
布
）

※
１
人
５
枚
ま
で
。

※
座
席
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
き
▼
７
月
２９
日
�
午
後
１
時
３０
分
開

場
、
２
時
開
演

と
こ
ろ
▼
プ
チ
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
▼
【
全
席
自
由
】
５００
円
（
保

護
者
１
人
に
付
き
、
未
就
学
児
２
人
ま
で

無
料
）
�
発
売
中

と
き
▼
７
月
１９
日
�
〜
３１
日
�
午
前
１０

時
〜
午
後
５
時
※
２３
日
�
・
２４
日
�
・
３０

日
�
は
休
館
日
で
す
。

と
こ
ろ
▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー

費
用
▼
無
料

と
き
▼
７
月
２８
日
	
午
後
４
時
３０
分
開

場
、
５
時
開
演

費
用
▼
【
全
席
指
定
】
３,

８
０
０
円

�
発
売
中

映
画
上
映
会
・
絵
手
紙
・
人
形
劇
・
紙
芝
居

と
き
▼
７
月
２７
日


・
２８
日
	
・
３１
日
�

と
こ
ろ
▼
文
学
ホ
ー
ル
・
講
座
室

講
師
▼
星
野
和
子
さ
ん
、
か
が
や
座
、

あ
じ
さ
い
の
会

定
員
▼
映
画
２００
人
、
絵
手
紙
先
着
２５
人
、

他
先
着
４０
人

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
映
画
は
当
日
来
館
。
他
は
要

電
話
申
込
み

安
藤
鶴
夫
・
神
保
光
太
郎
・
渋
澤
龍
彦

ら
の
自
筆
原
稿
や
鹿
児
島
壽
蔵
・
長
谷
川

か
な
女
ら
の
墨
跡
を
中
心
に
展
示
す
る
。

と
き
▼
７
月
２１
日
	
〜
９
月
９
日
�

と
こ
ろ
▼
企
画
展
示
室

費
用
▼
一
般
２１０
円
、
学
生
・
生
徒
１００
円

（
中
学
生
以
下
、
６５
歳
以
上
、
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料
）
※
常
設
展
示

も
含
む

�
近
現
代
の
作
家
と
名
作

�
文
章
を
楽
し
む
た
め
の
文
法

と
き
▼
�
８
月
１
日
�
�
８
月
２
日
�

共
に
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
講
座
室

講
師
▼
文
学
館
職
員

定
員
▼
各
３０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
電
話
で
申
込
み

�
本
多
俊
之
バ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ー
ブ

�
Ｄ
Ｏ
Ｓ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ

と
き
▼
�
７
月
１４
日
	
�
８
月
１１
日

	
午
後
６
時
３０
分
開
演

定
員
▼
各
３００
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
２,

５
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
▼
電
話
（
�
７２８
�

７
１
１
３
）
来
館
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
。

同
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
初

め
て
利
用
す
る
方
の
た
め
の
講
習
会
で

す
。
受
講
終
了
後
に
は
、
利
用
カ
ー
ド

を
発
行
し
、
１
回
２００
円
で
ご
利
用
で
き

ま
す
。（
６５
歳
以
上
・
障
害
を
お
持
ち

の
方
は
無
料
）。
※
桶
川
サ
ン
・
ア
リ

ー
ナ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
登
録
証

を
お
持
ち
の
方
は
、
本
講
習
会
へ
の
申

込
み
の
際
、
そ
の
旨
を
お
申
し
出
く
だ

さ
い
（
受
付
時
間

開
館
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
１５
分
）。

と
き
▼
７
月
２２
日
�
午
後
２
時
〜
３

時
３０
分

定
員
▼
４５
人

対
象
▼
県
内
在
住
・
在
勤
の
１５
歳
以

上
（
中
学
生
は
要
問
合
せ
）

費
用
▼
５００
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼
電
話
（
�
７２８
�

７
１
１
２
）

関
東
で
も
屈
指
の
数
を
誇
る
み
こ
し
渡

御
は
圧
巻
で
す
。
皆
さ
ん
で
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と
き
▼
７
月
１５
日
�
午
後
２
時
３０
分
〜

９
時
（
歩
行
者
天
国
）

※
み
こ
し
渡
御
は
３
時
か
ら

と
こ
ろ
▼
中
山
道
（
加
美
〜
人
形
）

駐
車
場

パ
ー
キ
ン
グ
・
こ
う
の
す
、

鴻
巣
公
園
（
勝
願
寺
境
内
を
除
く
）、
鴻

巣
市
役
所
第
二
庁
舎
駐
車
場
、
鴻
巣
駅
東

口
駐
車
場
（
有
料
）

詳
し
く
は
�
鴻
巣
市
夏
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局

�
０４８
�
５４１
�
１
３
２
１

（
商
工
観
光
課
内
・
内
線
２
４
７
８
）

津
軽
三
味
線
奏
者
の
山
中
信
人
、
和
太

ひ
び
き
と
う
え
ん

鼓
奏
者
の
響
道
宴
と
小
泉
謙
一
の
勇
壮

な
和
の
共
演
に
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
ア
レ
ス

を
迎
え
て
の
公
演
で
す
。

唸
る
津
軽
三
味
線
の
音
色
と
、
魂
を
揺

さ
ぶ
る
和
太
鼓
の
響
き
、
華
麗
な
る
マ
ジ

ッ
ク
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

演
奏
▼
津
軽
三
味
線

山
中
信
人

和
太
鼓

響
道
宴
、
小
泉
謙
一

マ
ジ
ッ
ク

ア
レ
ス

と
き
▼
９
月
２２
日
	
午
後
３
時
３０
分
開

場
、
４
時
開
演

と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

定
員
▼
７１０
名

費
用
▼
１,

０
０
０
円
【
全
席
指
定
】

申
込
み
▼
７
月
２１
日
	
午
前
９
時
か
ら

文
化
セ
ン
タ
ー
の
中
央
公
民
館
窓
口
で
入

場
券
を
発
売
し
ま
す
。

主
催
・
問
合
せ
▼
中
央
公
民
館

�
０４８
�
５９１
�
７
３
２
１

響の森 〒３６３－００２２ 桶川市若宮１－５－９
桶川市民ホール �７８９－１１１３・１階受付（チケット）�７８９－１５１３
さいたま文学館 �７８９－１５１５

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ(http//w

w
w
.ikg-saitam

a.jp
)

7月の【休館日】の
お知らせ

２日�・９日�・
１７日�・２３日�・
２４日�・３０日�

２日�・９日�・
１７日�・２３日�・
３０日�

さ い た ま 文 学 館
桶 川 市 民 ホ ー ル

桶川市べに花ふるさと館

申し込み時間：
午前９時～午後６時

�729－1611
�727－0255７月

催 し 物 と き ところ 主 な 内 容
フリーマーケット
（わいわいワゴンセール）
※毎月第１日曜日

７月１日�
午前９時～午後４時 中庭 安くてよい品の展示即売

※出店者（飲食物不可）募集中！

ふるさと蚤の市
※毎月第２日曜日

７月８日�
午前９時～午後４時

前庭
中庭

古民具・古着などのアンテ
ィーク商品の販売

《開講講座》応募情況については、電話でお問合せください。

そば打ち教室
（初級コース）
※毎月第３土曜日
（中級コース）
※毎月第３土曜日

午後１時～４時
午前９時３０分

～午後０時３０分

工房
２

試食付き、他に２人前のお
そばがお持ち帰りできます。
受講料・材料費
初級コース�２，０００円
中級コース�２，５００円

木工細工教室
※第２・４金曜日

午前９時～正午 工房
２

受講料�１，０００円／回
教材費�５００円～１５００円
※初めての方は好きな干支作りで
工具に慣れていただきます。

陶芸教室
※毎週水曜日

午前の部：
午前９時～正午

午後の部：
午後１時～４時

工房
２

受講料�４，０００円／月
教材費�７００円～８００円

書道教室
※第２・４金曜日

午前９時３０分～正午 母屋
２階

初級から上級まで
受講料�１，０００円／回

《イベント＆サービス》

デッサン教室
※毎月第二木曜日開講

午前９時～正午 工房
２階 受講料�１，５００円／回

わくわく体験合宿
２０１２

８月１８日�・１９日� 中庭
母屋 ２７ページ参照

桶
川
市
民
ホ
ー
ル

情
報

開
館
時
間
▼
９
時
〜
２２
時

２０１２．７ 2288２０１２．７2299



代表　榎本幸雄（税理士・行政書士・AFP）

迎え家族葬家族葬家族葬

桶川小学校の２階通路に「桶川にゆかりのお
茶博士 辻村みちよ」が展示されています。こ
れは、子供たちにも桶川小学校を卒業した先輩
である偉人・辻村みちよ博士のことを知ってほ
しいという願いを込め、博士の命日６月１日が
近い５月から展示されました。

（５月２９日：桶川小学校）

市では、全ての公共施設で節電対策に取り組んでいま
す。さくらフレンド（勤労青少年ホーム）では、平成１２
年から節電に力を入れてきました。今年もグリーンカー
テンで涼しく過ごそう�（５月２９日：さくらフレンド）

べに花ふるさと館に、開館からのべ２００万人の
人々が訪れました。２００万人目に来館したご家族
には認定証と記念品などが贈られました。

（６月１０日：べに花ふるさと館）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

節電対策で、環境に優しく

桶川ゆかりの偉人・辻村みちよ博士

べに花ふるさと館 祝２００万人

桶川市市民春季卓球大会 大会結果
主 催：桶川市卓球連盟 と き：４月２２日�
ところ：サン・アリーナ 参加人数：１３０人（一般４２人・中学生８８人）

一般男子

佐藤 徹（桶川コスモス）

関根 桂（桶川コスモス）

男子６０歳以上

滝沢 俊治（桶川クラブ）

佐竹 紀道（フモール）

一般女子

大熊 悦子（カットクラブ）

出口 晴江（コスモス）

中学３年男子

三上 良人（加納中）

渡辺 太貴（加納中）

中学２年男子

大志田勇太（加納中）

斉藤 匠生（東中）

準優勝

第３位

準優勝

第３位

準優勝

第３位

準優勝

第３位

準優勝

第３位

界外 高志（桶川コスモス）

田中 健二（チャベラッチ）

滝本 昌利（卓楽会）

武田 敏実（桶川クラブ）

滝沢 幸子（桶川クラブ）

小吹 弘子（桶川クラブ）

岸 直史（西中）

野上 貴行（西中）

菊池竜之介（東中）

森田 篤史（東中）

優 勝

第３位

優 勝

第３位

優 勝

第３位

優 勝

第３位

優 勝

第３位

第１３回春季グラウンド・ゴルフ
大会結果
主 催：桶川市グラウンド・ゴルフ協会 と き：４月１３日�
ところ：城山公園 多目的広場 参加人数：１３５人

男子の部

打数６８Ｈ４

打数７１Ｈ２

打数７２Ｈ３

※H……ホールインワンの回数

加藤 正男

小渕 隆

田上栄三郎

優 勝

準優勝

第３位

女子の部

打数７４Ｈ３

打数７６Ｈ３

打数７６Ｈ２

千代間喜代子

高澤喜美子

荒井 明子

優 勝

準優勝

第３位

２０１２．７ 3300



俳

句

（
選
句
協
力
…
桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）

百
穴
の
古
き
足
跡
苔
の
花

坂
田

山
口

宏
子

桃
の
花
末
は
夫
婦
と
指
絡
め

上
日
出
谷

小
宮
八
重
子

た
ん
ぽ
ぽ
の
仲
よ
し
こ
よ
し
一
年
生

末
広

齋
藤

律
子

鯉
の
ぼ
り
団
地
の
庭
を
独
り
占
め

寿

土
井

清
子

マ
ン
シ
ョ
ン
の
窓
に
手
造
り
鯉
泳
ぐ

加
納

堀
内

格

清
正
の
湧
水
の
井
戸
著
莪
の
花

鴨
川

大
熊

昌
子

火
灯
窓
青
葉
が
く
れ
に
平
林
寺

川
田
谷

楠
原

幹
雄

夏
め
く
や
モ
デ
ル
の
脚
の
長
き
こ
と

坂
田

小
宮
山

勝

朝
の
気
の
満
ち
て
み
か
ん
の
花
匂
ふ

泉

山
崎

洋
子

落
人
の
通
り
し
道
や
蛇
の
衣

加
納

�
橋

眞
次

短

歌

虎
落
笛
心
し
て
吹
け
よ
さ
な
き
だ
に
肩
よ
せ
合
ひ
て
生
き
る
仮
屋
に

川
田
谷

小
松

正
夫

う
す
紅
の
さ
く
ら
老
樹
に
咲
き
し
だ
る
夜
半
に
無
情
の
雨
風
な
る
も

若
宮

山
蔭

明
代

亡
父
母
の
厳
し
き
深
き
愛
こ
も
り
我
が
人
生
よ
満
載
感
謝

末
広

菅
野

昭
子

短
歌
を
詠
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
折
り
紙
に
込
め
た
る
君
の
ま
ぶ
し
笑
顔
よ

寿

土
井

清
子

制
服
の
少
年
少
女
楽
し
げ
に
農
道
を
行
く
あ
ひ
あ
ひ
傘
で

下
日
出
谷

山
下

恭
子

山
河
越
え
友
は
信
濃
で
幾
星
霜
逢
え
て
嬉
し
や
卒
寿
の
祝
に

坂
田

表
野
た
ま
江

節
く
れ
の
指
丸
め
た
り
伸
ば
し
た
り
孫
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
五
勝
十
敗

坂
田

小
林

茂
之

応募要領

�
�
作
品（
俳
句
は
１
人
３
句
、短
歌
は
１
人
１
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、必
ず
楷
書
で
記
入
）

�
住
所

�
氏
名（
ふ
り
が
な
）
�
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま
た
は【
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
】（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
�
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�
お
け
が
わ
文
芸
か
ら
投
稿
）で
秘
書
室
広
報
課
へ
。

�
発

表
…
毎
月
の
選
考
会
に
よ
り
、
上
位
、
俳
句
１０
句
、
短
歌
７
首
を
応
募
順
に
掲
載

�
締
切
り
…
７
月
１５
日
�
消
印
有
効
（
今
回
の
応
募
は
、
９
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

９月生まれの子どもの写真（３歳まで）を募集します。応募は写真（裏面にお子さんの名前）と、別紙に�お子さんの名前（ふりが
な）・�生年月日・�保護者名・�住所・�電話番号・�簡単なメッセージ（５０字程度）を明記し、〒３６３－８５０１桶川市泉１－３－
２８ 桶川市役所秘書広報課「はっぴぃばーすでぃ」あてにお送りください。（７月１０日までの消印有効）※【多数抽選】※過去に掲
載されたお子さんのご応募は、ご遠慮ください。

７７７７７７７７７７７７７７７７７７ とも や

村上 智哉ちゃん
〈寿〉

１歳のお誕生日おめでとう�
いつもニコニコ顔のアイドル
ともちゃん、お姉ちゃんと一
緒に元気いっぱい大きくなっ
てね！

しょう こ

石田 翔子ちゃん
〈末広〉

３歳のお誕生日おめでとう。
これからもたくさん遊んで下
さいね。翔子の成長を家族皆
で楽しみにしています。

とみ や

加藤 臣弥ちゃん
〈下日出谷〉

１歳のお誕生日おめでとう。
元気に大きく育ってね。いつ
も笑顔をありがとう。

そう た

小澤 颯太ちゃん
〈朝日〉

☆颯ちゃん☆１歳のお誕生
日おめでとう！いつも可愛
い笑顔で家族みんなを幸せ
にしてくれてありがとう�
これからも元気に大きくな
ってね！

りん

中島 凛ちゃん
〈朝日〉

HappyBirthday�１年 で
すくすく成長する凛りんに
毎日驚きと感動をもらって
るよ。これからも元気にた
くましく、素敵なレディに
なってね♪

ゆ い

川野 優維ちゃん
〈上日出谷〉

ゆいちゃんのまわりには幸
せがいっぱい�いつもあり
がとう�ラブ♪ゆいちゃん

猪八重 あかりちゃん
〈上日出谷〉

あかりちゃん、１歳のお誕
生日おめでとう！いつも笑
顔をありがとう。パパとマ
マは、あかりちゃんの笑顔
が大好きだよ�

さき ほ

桑原 咲歩ちゃん
〈朝日〉

咲歩�１歳のお誕生日おめ
でとう！いつもたくさんの
笑顔をありがとう。これか
らもいっぱい食べて、いっ
ぱい遊んで、元気に大きく
なってね！

まもる

本間 護ちゃん
〈神明〉

１歳のお誕生日おめでと
う！いつもニコニコ笑顔の
護がみんな大好きだよ�こ
れからもいっぱい食べて遊
んで笑って元気に育って
ね�

ま な

桐林 愛波ちゃん
〈下日出谷西〉

２歳の誕生日おめでとう�
まなの笑顔はみんな大好き
です�これからもお姉ちゃ
んと仲良く元気に育って、
優しい女の子になってね★

ほの か

守屋 帆夏ちゃん
〈上日出谷〉

�帆夏�１歳のお誕生日お
めでとう！帆夏の笑顔はみ
んな大好き！これからもい
つもニコニコ、元気いっぱ
いに育ってね�

とも き

丹野 智貴ちゃん
〈若宮〉

１歳のお誕生日おめでとう。
ともき君が来てから、お父
さんとお母さんは毎日が幸
せです。たくさん遊んで大
きくなってね。

ゆ い

田口 侑依ちゃん
〈上日出谷〉

侑依ちゃん！１歳おめでと
う。元気に毎日、笑ったり、
泣いたり、ありがとう！た
くさん食べて、いい子に育
ってね！

み ゆう

滑川 幸夕ちゃん
〈東〉

１歳おめでとう！かわいい
笑い声、キラキラの涙目。
皆、自然と笑顔になっちゃ
うよ。これからも「幸」せ
家族でいようね�

せり な

溝口 芹菜ちゃん
〈上日出谷〉

芹ちゃん、１歳のお誕生日
おめでとう�これからもマ
マのご飯を沢山食べてスク
スク元気に育ってネ�芹ち
ゃん大～好きダヨ�

２０１２．７3311



「広報おけがわ」が配置されています。市内のスーパー・郵便局・公共施設および桶川駅
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課�７８６－３２１１へ
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

開
催
し
ま
す

■
日
本
現
代
舞
踊
豊
松
流
「
豊
松
流
新
日

本
舞
踊
発
表
会
」

７
月
８
日
�
正
午
開
場
、
１２
時
３０
分
開
演

／
市
民
ホ
ー
ル
／
無
料
／
柴
田
�
７８６
�
５

４
８
３

■
第
１０
回
桶
川
三
彩
倶
楽
部
展

７
月
１２
日
�
〜
１６
日
�
１０
時
〜
１８
時
／
響

の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
無
料
／
中
村
�
７２８
�

３
８
６
７

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
体
験
教
室『
桶

川
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
』

７
月
１３
日
�
９
時
〜
１１
時
３０
分
（
講
義
）、

１３
時
〜
１４
時
３０
分
（
実
技
）
／
農
業
セ
ン

タ
ー
、
農
村
広
場
／
２０
人
／
５００
円
（
昼
食

代
・
お
茶
代
）
／
シ
ニ
ア
・
初
心
者
歓
迎

／
用
具
は
準
備
し
て
い
ま
す
／
新
井
�
７８６

�
２
７
７
６

■
市
川
音
楽
教
室
４０
周
年
ピ
ア
ノ
発
表
会

２
台
の
ピ
ア
ノ
デ
ィ
オ
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

７
月
１５
日
�
１０
時
〜
正
午
／
市
民
ホ
ー
ル

／
５００
人
／
無
料
／
市
川
�
０９０
�
３
５
２
６

�
７
２
６
２

■
初
め
て
の
さ
か
な
釣
り

へ
ら
鮒
釣
り

体
験
教
室
『（
公
財
）
日
本
釣
振
興
会
埼

玉
県
支
部
』

７
月
２１
日
�
８
時
〜
正
午
（
７
時
４０
分
か

ら
受
付
）
※
雨
天
時
は
７
月
２８
日
�
に
延

期
／
隼
人
大
池
（
南
埼
玉
郡
白
岡
町
爪
田

ヶ
谷
４４
�
１
）
※
駐
車
場
有
／
３０
人
／
５００

円
（
別
途
教
材
費
２,
０
０
０
円
）
／
持

ち
物
�
帽
子
、
タ
オ
ル
２
枚
（
座
布
団
・

折
り
畳
み
い
す
が
あ
る
と
楽
で
す
）
／
マ

ル
キ
ュ
ー
	
内
初
め
て
の
さ
か
な
釣
り
体

験
教
室
係

藤
田
・
髭
�
７２８
�
０
９
０
９

■
詩
吟
・
詩
舞
「
泉
心
流
」
４０
周
年
記
念

大
会

７
月
１５
日
�
１３
時
〜
１５
時
／
市
民
ホ
ー
ル

／
２００
人
／
無
料
／
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
／
詩
吟
と
写
真
・
華
道

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
／
石
川
�
７２５
�

８
７
４
８

■
オ
ペ
ラ
�
イ
ル
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
�

字
幕
付
き『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
響
の
森
オ
ペ
ラ
』

７
月
２２
日
�
１４
時
開
演
／
市
民
ホ
ー
ル
／

６００
人
／
５,
０
０
０
円
〜
８,
０
０
０
円

／
未
就
学
児
不
可
／
イ
タ
リ
ア
の
名
バ
リ

ト
ン
出
演
／
響
の
森
オ
ペ
ラ
�
７４８
�
３
６

１
０

■
子
供
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
『
桶
川
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
少
年
団
』

７
月
２２
日
〜
８
月
５
日
毎
週
日
曜
日
９
時

〜
１１
時
（
全
３
回
）
／
舎
人
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
５００
円
／
持
ち
物
�

飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
運
動
靴
／
ラ
ケ
ッ
ト

貸
し
出
し
ま
す
／
小
学
１
〜
５
年
生
／
笠

井
�
７２８
�
９
４
４
５
、
大
澤
�
７７７
�
０
５

１
５

■
講
演
会
「
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
」『
埼
玉

北
部
桶
川
断
酒
会
』

７
月
２２
日
�
１３
時
〜
１５
時
３０
分
／
桶
川
公

民
館
／
１００
人
／
無
料
／
事
前
申
込
み
不
要

／
共
催
�
桶
川
市
／
井
上
�
０９０
�
８
４
７

９
�
３
０
１
２

■
親
子
で
楽
し
く
木
工
品
を
手
作
り
し
て

み
ま
せ
ん
か

親
と
子
の
木
工
教
室

７
月
２９
日
�
１０
時
〜
１４
時
３０
分
（
受
付
）

／
城
山
公
園
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
／
１００
人

／
木
工
品
作
成
者
の
み
５００
円
／
小
学
生
／

木
工
品
（
貯
金
箱
、
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
、

モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
な
ど
）、
ま
な
板
削
り
、

包
丁
研
ぎ
、
模
擬
店
／
雨
天
中
止
↓
地
本

事
務
所
（
上
日
出
谷
１
１
２
９
�
７
）
で

９
時
３０
分
〜
正
午
に
工
作
物
の
販
売
を
し

ま
す
／
建
設
埼
玉
桶
川
地
区
本
部
青
年
部

�
７８７
�
５
０
５
１

■
藤
其
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
舞
踊
夏
ま
つ
り

『
松
の
会
』

７
月
２９
日
�
１１
時
〜
１６
時
３０
分
／
上
尾
市

文
化
セ
ン
タ
ー
／
無
料
／
先
着
２００
名
に
お

弁
当
を
用
意
し
て
い
ま
す
／
斉
藤
�
７８６
�

３
７
７
２

■
フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験
『
ア
ロ
ハ
レ
デ

ィ
ー
ス
の
会
』

８
月
４
日
�
１０
時
〜
１１
時
３０
分
／
響
の
森

プ
チ
ホ
ー
ル
／
無
料
／
動
き
や
す
い
服
装

／
会
田
�
７７５
�
８
４
４
７

■
リ
コ
ー
ダ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜
み
ん

な
で
吹
こ
う
！
「
ビ
リ
ー
ブ
」「
ふ
る
さ

と
」
他
〜
同
時
開
催
「
魔
法
の
笛
プ
チ
コ

ン
サ
ー
ト
」『
桶
川
笛
の
音
楽
隊
』

８
月
１９
日
�
１３
時
１５
分
〜
１６
時
３０
分
（
プ

チ
コ
ン
サ
ー
ト
１５
時
１０
分
開
場
）
／
響
の

森
練
習
室
／
約
３０
人
／
無
料
／
小
学
３
年

生
以
上
／
７
月
３１
日


締
め
切
り
／
一
村

誠
也
指
導
。
事
前
に
楽
譜
と
練
習
用
Ｃ
Ｄ

を
郵
送
し
ま
す
／
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
の
み

で
も
歓
迎
／
高
橋
�
７２８
�
１
３
７
１

募
集
し
ま
す

■
�
卓
球
で
健
康
に
�
設
立
２１
周
年
の
卓

球
サ
ー
ク
ル
『
ヘ
ル
シ
ー
ク
ラ
ブ
』

毎
週
金
曜
日
９
時
〜
１１
時
／
サ
ン
・
ア
リ

ー
ナ
／
若
干
名
／
入
会
金
５００
円
、
月
額

１,
０
０
０
円
／
多
少
経
験
の
あ
る
人
／

檜
山
�
７２７
�
０
８
３
７

■
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
�
『
女
声
合
唱

ア
マ
ー
ビ
レ
』

毎
週
水
曜
日
１０
時
〜
正
午
／
響
の
森
練
習

室
／
入
会
金
２,
０
０
０
円
、
月
額
１,

０
０
０
円
／
女
性
／
７
月
７
日
�
に
響
の

森
プ
チ
ホ
ー
ル
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
／
中
村
�
７８６
�
０
５
９
１

■
す
き
な
も
の
を
自
由
に
描
く

水
彩
・

ア
ク
リ
ル
絵
画
教
室『
桶
川
三
彩
倶
楽
部
』

原
則
毎
月
第
１
・
３
・
４
土
曜
日
１５
時
３０

分
〜
１７
時
３０
分
／
読
売
新
聞
販
売
店
２
階

（
埼
玉
り
そ
な
銀
行
そ
ば
）
／
入
会
金

２,
０
０
０
円
、
３
か
月
１
万
円
※
入
会

後
３
か
月
間
無
料
／
見
学
自
由
／
中
村
�

７２８
�
３
８
６
７

■
社
交
ダ
ン
ス
『
す
い
と
ぴ
ー
』

毎
週
水
曜
日
１４
時
〜
１６
時
／
加
納
公
民
館

／
月
額
３,
５
０
０
円
／
プ
ロ
の
指
導
／

初
心
者
へ
の
特
別
レ
ッ
ス
ン
有
／
野
口
�

７８６
�
４
５
８
０

■
点
字
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
『
桶
川

市
点
字
コ
ス
モ
ス
の
会
』

９
月
３
日
〜
１１
月
１９
日
毎
週
月
曜
日
１３
時

３０
分
〜
１５
時
３０
分（
祝
日
除
く
・
全
１０
回
）

／
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
／
１０
人
／

１,
０
０
０
円
／
全
日
程
出
席
で
き
る
人

／
社
会
福
祉
協
議
会
�
７２８
�
２
２
２
１

■
身
体
障
害
者
相
互
の
交
流
を
図
り
ま
せ

ん
か
？
『
桶
川
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
』

活
動
不
定
期
／
年
会
費
１,
５
０
０
円
／

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
／
一
泊
の
温
泉

旅
行
や
日
帰
り
旅
行
、
市
民
ま
つ
り
の
販

売
事
業
な
ど
／
斉
藤
�
７８７
�
０
７
６
３
、

社
会
福
祉
協
議
会
�
７２８
�
２
２
２
１

■
抒
情
歌
・
愛
唱
歌
を
歌
う『
み
ち
く
さ
』

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
１４
時
〜
１５
時
３０
分

／
２０
人
／
３,
０
０
０
円
／
シ
ニ
ア
の
方

／
町
田
�
７２８
�
４
５
０
１

■
６
時
間
で
覚
え
る
足
も
み
講
座
『
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
地
球
足
も
み
健
康
法
実
践
普
及
協

会
桶
川
支
部
』

７
月
８
日
�
・
２２
日
�
１３
時
〜
１６
時
（
全

２
回
）
／
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
／
１０

人
／
４,
８
０
０
円
／
市
民
お
よ
び
関
係

者
／
赤
尾
�
７８６
�
１
６
５
０

■
『
桶
川
市
俳
句
連
盟
』

毎
月
第
３
木
曜
日
１３
時
３０
分
〜
１６
時
／
さ

い
た
ま
文
学
館
講
座
室
／
年
額
１,
０
０

０
円
、
月
例
会
５００
円
／
正
能
�
７７５
�
５
３

０
１
、
森
川
�
７８６
�
６
０
８
８

■
『
社
交
ダ
ン
ス

マ
イ
フ
レ
ン
ド
』

毎
週
金
曜
日
１３
時
〜
１４
時
４５
分（
月
４
回
）

／
勤
労
福
祉
会
館
／
男
女
各
１０
人
／
入
会

金
２,
０
０
０
円
、
月
額
２,
０
０
０
円

／
経
験
者
歓
迎
、
初
心
者
可
／
レ
ッ
ス
ン

終
了
後
練
習
す
る
時
間
有
／
高
橋
�
７７３
�

９
７
４
７

■
卓
球
を
通
し
て
楽
し
い
人
生
を
送
り
ま

せ
ん
か
『
卓
楽
会
』

毎
週
水
曜
日
１９
時
〜
２１
時
／
サ
ン
・
ア
リ

ー
ナ
／
若
干
名
／
月
額
５００
円
／
卓
球
経
験

者
／
阿
部
�
７２８
�
４
３
１
４

９月号の締め切りは、７月１０日�火です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。市 民 伝 言 板 ９月号の締め切りは、７月１０日�火です。

※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。市 民 伝 言 板

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

■
投
稿
規
程

○
投
稿
は
所
定
の
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
政
治
、
宗
教
、
営
利
、
個
人
活
動
な
ど
を

目
的
と
し
た
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

○
開
催
記
事
は
広
く
市
民
一
般
を
対
象
と

し
た
も
の
で
、
同
一
内
容
を
２
回
以
上

掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
募
集
記
事
は
一
団
体
に
つ
き
年
２
回
ま

で
と
し
、連
続
で
の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
開
催
・
募
集
記
事
を
合
わ
せ
て
、
掲
載

は
年
６
回
を
上
限
と
し
ま
す
。

○
申
込
者
は
団
体
の
構
成
員
と
し
、
指
導

的
な
立
場
の
人
は
除
き
ま
す
。

○
個
人
的
な
物
品
の
授
受
に
つ
い
て
は
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。

○
原
稿
の
内
容
は
編
集
の
都
合
上
、
一
部

省
略
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

�048‐856‐9800

家庭訪問コース併設
不登校・引きこもり支援
小・中・高校生対象

自分スタイルで高校転校を!
生徒を支える3つのサポート

中学復習から大学受験まで
選べる登校で できるところから！
キャリア教育で希望進路実現！

転校・編入 個別相談実施中 ※要電話予約

〒３６２‐００７１上尾市井戸木２‐２‐２２
JR高崎線桶川駅より徒歩8分

学 習
生 活
進 路

精華学園高等学校 上尾学習センター

生徒を伸ばす3つのコース
全日型スタイルで充実の高校生活
マイペースで選ぶ週3日の通学
まずは週１回からの通学でトライ

不登校
相談実施

レギュラーコース
ステップコース
トライアルコース

２０１２．７ 3322２０１２．７3333
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■
発
行
／
桶
川
市
役
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■
編
集
／
秘
書
広
報
課

■
〒
３６３
‐
８
５
０
１

埼
玉
県
桶
川
市
泉
１
―
３
―
２８

■
平
成
２４
年
・
７
・
１
発
行

■
桶
川
市
長

岩

�
正

男

■
�
０
４
８
‐
７８６
‐
３
２
１
１
�

�
０
４
８
‐
７８６
‐
９
８
６
６

●環境センター（リサイクル推進課）�７２８－１９０２

その他

４

３０

※第２・第４土曜日は粗大ごみのみを受け入れます。（午前８時３０分～１１時３０分）
※ごみは朝８時までに出しましょう。雨天の場合、古着の排出は控えてください。
※買い物はマイバッグを使用しましょう。

金属・
ガラス・
乾電池

１３・２７

９・２３

プラス
チック

３・１０・１８・
２４・３１
５・１２・
１９・２６

紙製の容器
と包装紙

６・２０

１１・２５

古着・新聞紙・
雑誌・段ボール・
紙パック

７・２１

１４・２８

７月のごみ収集日程表

燃やせるごみ

２・５・９・１２・１７・
１９・２３・２６・３０
３・６・１０・１３・１８・
２０・２４・２７・３１

高崎線東側

高崎線西側

桶川市防災情報メール ※受信設定を確認のうえご登録ください。
okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpへ空メール送信

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

固定資産税・都市計画税
【第２期】

国民健康保険税・介護保
険料・後期高齢者医療保
険料 【第１期】
納期限…７月３１日
納税は期限内に！

今月の納税

【診療時間】午前９時～午後５時
【診療科目】当直専門医が限定されることがありますので、事前にご確認ください。
※なお、本紙への掲載後、都合により急に変更になる場合もあります。

ＴＥＬ

７８７－７７１５

７７６－００２２

０４８－５９１－８１７１

７２９－２８１１

７２１－３６９２

０４８－５９２－１６４１

７７６－００２２

７２１－３６９２

０４８－５９１－７０００

７７６－００２２

７２３－５５５７

０４８－５９１－２２００

７２８－２３７７

７２１－３６９２

０４８－５９０－５９７７

７８７－５６１６

７７６－００２２

０４８－５９１－７１１１

【歯科】北足立歯科医師会休日診療所 鴻巣市赤見台１－１５－２３ �０４８－５９６－０２７５
※診療時間 午前９時３０分～午後０時３０分（日曜日、祝日は診療）

【県救急医療情報センター �０４８－８２４－４１９９】緊急に受診が必要なときに診療可能な医療機関を２４時間体制で案内しています（歯科を除く）。
【小児初期救急当番医】子どもの急な病気やケガが対象です。※診療日時 月曜日～土曜日の午後８時～１０時（祝日、年末年始を除く）
当番医の問合せ：埼玉県央広域消防本部指令課 �０４８－５９７－３３０１（２４時間対応）

住 所
桶川市若宮１－１－７
桶川駅前メディカルビル２F

桶川市大字坂田１７２６

北本市山中１－５２

桶川市倉田２５５－５

伊奈町大字小室９４１９

北本市中丸５－６－８

桶川市大字坂田１７２６

伊奈町大字小室９４１９

北本市本町６－２８４

桶川市大字坂田１７２６

伊奈町大針９５７－４

北本市中央１－７０

桶川市坂田東３－２６－１３

伊奈町大字小室９４１９
北本市二ツ家１－３７４
マリオン北本１２５A
桶川市若宮１－７－１９
パークサイド若宮１０１

桶川市大字坂田１７２６

北本市下石戸下５１１－１

診 療 科 目

脳外、皮、麻、整外

内、外、整外

内

呼吸器、内

内、外

内、消、循、放

内、外、整外

内、外

整外、皮、リハ、外

内、外、整外

小

内

内、小、胃腸、循内

内、外

内、消、小

耳鼻咽喉

内、外、整外

内、胃腸、外、整外、脳外、泌、皮、麻、放

医 療 機 関

桶川K .Nクリニック

埼 玉 県 央 病 院

大 久 保 医 院

なかた呼吸器科内科クリニック

伊 奈 病 院

北 本 共 立 診 療 所

埼 玉 県 央 病 院

伊 奈 病 院

大 友 外 科 整 形 外 科

埼 玉 県 央 病 院

鳥山こどもクリニック

吉 田 医 院

豊 田 医 院

伊 奈 病 院

さ と う ク リ ニ ッ ク

原田耳鼻咽喉科医院

埼 玉 県 央 病 院

北 本 共 済 病 院

月 日
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